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FIWC

ご
あ
い
さ
つ

ー
今
年
度
の

　

Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
関
東
委
員
会
ー

な
ん
だ
か
最
近
盛
り
上
が
っ
て
る
関
東
委
員
会
で

す
。

去
年
の
一
月
、
僕
が
委
員
長
を
引
き
受
け
た
の
は
、

「
韓
国
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
そ
の
他
の
国
で
の
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
プ
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
が
、
人
間
関
係

が
、
キ
ャ
ン
プ
内
で
完
結
し
が
ち
だ
。
各
キ
ャ
ン

プ
に
参
加
し
た
人
た
ち
が
別
の
キ
ャ
ン
プ
に
参
加

し
た
人
た
ち
と
知
り
合
う
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
ら

も
っ
と
い
い
。
そ
の
た
め
に
は
積
極
的
に
き
っ
か

け
つ
く
り
を
す
る
人
が
い
た
ほ
う
が
い
い
」
と
い

う
声
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

去
年
一
年
、
国
内
で
色
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

た
お
か
げ
で
、
各
キ
ャ
ン
プ
の
横
の
つ
な
が
り
が

出
来
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
の
資
源
を
活
か
し
、
今
年
度
は
キ
ャ
ン
プ
の
現

役
メ
ン
バ
ー
と
、
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
人
た
ち
が
つ
な

が
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

年
度
末
報
告
会
や
全
生
園
で
の
花
見
の
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
を
今
年
度
は
積
極
的
に
作
っ
て
い
く
予
定

で
す
の
で
、
皆
様
、
ぜ
ひ
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
現
地
駐
在
員
を
生
か
し
た
形
の
キ
ャ
ン
プ

も
実
現
で
き
れ
ば
い
い
な
、
と
思
い
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
前
回
の
定
例
会
報
告
で
カ
ン
パ
の

お
願
い
を
し
た
と
こ
ろ
、
年
会
費
の
納
入
も
含
め

て
30
万
円
近
く
の
お
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
カ
ン

パ
を
下
さ
っ
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
関
東
委
員
会
委
員
長
・
西
尾
雄
志
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２
０
０
１
年

4
月 

耶
馬
溪
キ
ャ
ン
プ

 

第
一
回
勉
強
会
「
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

論　

前
編
」　

報
告
：
西
尾
雄
志

5
月 

第
二
回
勉
強
会
「
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

論　

後
編
」　

報
告
：
西
尾
雄
志

6
月 

第
三
回
勉
強
会
「
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
プ
の
歴
史
」　

報
告
：
阿
木

幸
男

7
月 

長
島
愛
生
園
夏
祭
り
「
ち
ん
ど
ん
隊
」

 

第
四
回
勉
強
会
「
キ
ャ
ン
プ
中
の
日

本
人
の
た
ち
ふ
る
ま
い
に
つ
い
て
」

司
会
：
小
林
武
史

8
月 

韓
国
キ
ャ
ン
プ

9
月 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
差
別
と
共
生
を
考

え
る
」
開
催
、
講
演
：
森
元
美
代
治

10
月 

第
五
回
勉
強
会
「『
差
別
と
共
生
』

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
プ
の
あ
り
方
を
考
え
る
」

 

司
会
：
中
村
博
志

11
月 

全
生
園
秋
祭
り
「
ち
ん
ど
ん
隊
」

 

第
六
回
勉
強
会
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
歴
史
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
基
礎
知
識
」

報
告
：
高
津
阿
礼
、
田
中
祐
也

12
月 

第
七
回
勉
強
会
「
集
団
論
」

 

報
告
：
阿
木
幸
男

２
０
０
２
年

1
月 

第
八
回
勉
強
会
「
ハ
ン
セ
ン
病
の
基

礎
知
識
」　

報
告
：
松
長
麻
美

２
月 

フ
ィ
リ
ピ
ン
キ
ャ
ン
プ
初
代
現
地
駐

在
員
（
日
下
渉
）
派
遣

３
月 

フ
ィ
リ
ピ
ン
キ
ャ
ン
プ
下
見

 

韓
国
キ
ャ
ン
プ
下
見

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
韓
国
キ
ャ
ン

プ
メ
ン
バ
ー
）
明
治
公
園

４
月 

新
入
生
勧
誘
、
歓
迎
会

５
月 

定
例
会
（
目
黒
は
り
療
院
、
新
中
野
）

 

ひ
と
り
芝
居
「
地
面
の
底
が
抜
け
た

ん
で
す
」
開
催
。

 

新
宿
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
に
て

７
月 

定
例
会
（
目
黒
は
り
療
院
、
新
中
野
）

８
月 

韓
国
キ
ャ
ン
プ

 

（
総
リ
ー
ダ
ー
：
佐
藤
正
明
）

 

フ
ィ
リ
ピ
ン
キ
ャ
ン
プ

 

（
総
リ
ー
ダ
ー
：
田
中
祐
也
）

そ
の
他
、韓
国
キ
ャ
ン
プ
、フ
ィ
リ
ピ
ン
キ
ャ

ン
プ
準
備
（
各
大
学
ビ
ラ
張
り
、
説
明
会
な

ど
）、ネ
パ
ー
ル
、コ
カ
ナ
村
キ
ャ
ン
プ
準
備
、

フ
リ
マ
、
勉
強
会
、
目
黒
地
下
室
週
末
キ
ャ

ン
プ
、
河
合
塾
コ
ス
モ
ゼ
ミ
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
ゼ
ミ
」（
講
師
：
阿
木
幸
男
）聴
講
、ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
（
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
関

西
委
員
会
、
交
流
の
家
に
て
）

ネ
パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
な
ど
で
キ
ャ
ン
プ
を
開

催
す
る
ほ
か
、
世
界
中
の
支
部
が
主
催
す
る

国
際
キ
ャ
ン
プ
を
中
心
に
活
動
。
平
和
追
求

を
主
な
テ
ー
マ
と
す
る
。

（T
h
e
 G
lo
b
a
l O
rg
a
n
iza
tio
n
 o
f 

D
ream

ers

）

２
０
０
１
年
設
立
。
代
表
：
磯
田
浩
司
。
不

登
校
や
ヒ
キ
コ
モ
リ
を
経
験
し
た
若
者
、
社

会
人
、
な
ど
様
々
な
人
を
対
象
に
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
プ
を
開
催
。
こ
れ
ま
で
に
、
タ
イ
や

韓
国
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
国
内
で
は
大
阪
釜
ヶ

先
な
ど
で
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
。

２
０
０
１
年
設
立
。
ベ
ラ
と
は
ベ
ン
ガ
ル

語
で
小
船
の
意
味
。
こ
れ
ま
で
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
で
２
回
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
。

（
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
関
東
と
関
係
の
深
い
も
の
を
掲
載
）

２
０
０
１
年

５
月 

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

キ
ャ
ン
プ
、
山
梨
（
Ｓ
Ｃ
Ｉ
）

６
月 

フ
リ
マ
開
催
（
バ
ン
グ
ラ
キ
ャ
ン

パ
ー
有
志
）
代
々
木
公
園

８
月 

山
梨
小
杉
農
場
キ
ャ
ン
プ
（
Ｓ
Ｃ
Ｉ
）

 

浜
松
キ
ャ
ン
プ
（
Ｓ
Ｃ
Ｉ
）

 

韓
国
キ
ャ
ン
プ
（
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
関
西
）

 

韓
国
キ
ャ
ン
プ
（
ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
！
）

９
月 

バ
ン
グ
ラ
キ
ャ
ン
プ
（
ベ
ラ
）

 

フ
リ
マ
開
催
（
バ
ン
グ
ラ
キ
ャ
ン

パ
ー
有
志
）
新
宿
野
村
ビ
ル

12
月 
年
末
キ
ャ
ン
プ　

奈
良
「
交
流
の
家
」

（
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
関
西
）

 

フ
リ
マ
開
催
（
バ
ン
グ
ラ
キ
ャ
ン

パ
ー
有
志
）
新
宿
中
央
公
園

 

フ
リ
マ
開
催
（
ネ
パ
ー
ル
キ
ャ
ン

パ
ー
有
志
）
明
治
公
園

 

釜
ヶ
先
キ
ャ
ン
プ
（
ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
！
）

２
０
０
２
年

２
月 

中
国
キ
ャ
ン
プ
（
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
関
西
）

 

ネ
パ
ー
ル
キ
ャ
ン
プ
（
Ｓ
Ｃ
Ｉ
）

 

バ
ン
グ
ラ
キ
ャ
ン
プ
（
ベ
ラ
）

３
月 

イ
ン
ド
キ
ャ
ン
プ
（
Ｓ
Ｃ
Ｉ
）

 

ス
リ
ラ
ン
カ
キ
ャ
ン
プ
（
ｇ
ｏ
ｏ

ｄ
！
）

 

フ
リ
マ
開
催
（
バ
ン
グ
ラ
キ
ャ
ン

パ
ー
有
志
）
新
宿
野
村
ビ
ル

 

フ
リ
マ
開
催
（
韓
国
キ
ャ
ン
パ
ー
有

志
）
明
治
公
園

 

静
岡
袋
井
牧
場
キ
ャ
ン
プ
（
ｇ
ｏ
ｏ

ｄ
！
）

ネパールキャンプ（SCI-Japan）では、知的障害をもつ
こどもたちのための学校を建設。（報告は 8ページ）
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1974 年 「御殿場コロニー」

 韓国、渋川、北海道キャンプが活発化

1979 年 忠南大学にジョナフェ（助癩会）結成

1981 年 北海道釧路北方鶴居村、阿寒学園村キャンプ

1986 年 韓国外語大学にてハナフェ結成

日本側は関西委員会主催でハナフェとジョナフェの両サークルと

日韓合同キャンプを、韓国のハンセン病の定着村にて行なう

1990 年 ハナフェと関東委員会主催で日韓合同キャンプ開催（奥村田起正）

1991 年 日韓合同キャンプ（稲葉充利）

1992 年 日韓合同キャンプ（須崎弘之）

1993 年 日韓合同キャンプ（坂井領）

1994 年 日韓合同キャンプ（藤森豊）

1994 年 関東委員会主催にてフィリピンキャンプ創設（マニラ郊外のハン

 セン病回復患者が多く住む村タラ村にて）

1995 年 日韓合同キャンプ（三村（李）玲子）

1995 年 フィリピンキャンプ（ルソン島カローカン市）（内田豪）

1996 年 日韓合同キャンプ（江口善明）

1996 年 フィリピンキャンプ（ルソン島北部パンガシナン州）（西尾雄志）

1997 年 「らい予防法廃止 1周年記念フォーラム」開催（九段会館）

1997 年 日韓合同キャンプ（片山裕子）

1997 年 フィリピンキャンプ（ルソン島北部パンガシナン州）（中村博志）

1998 年 日韓合同キャンプ（土門稔）

1998 年 フィリピンキャンプ（レイテ島）（西尾雄志）

1999 年 フィリピンキャンプ（レイテ島）（斉藤謙）

2000 年 フィリピンキャンプ（レイテ島）（中村博志）

2001 年 フィリピンキャンプ（レイテ島）（近藤剛史）

2001 年 FIWC 関東委員会主催韓国キャンプ３年ぶりに復活

（　）カッコ内の人名は各キャンプの総リーダ

1990 年代後半

SCI-Japan、ベラ、good! などの他団体とキャンパーの交流など積

極的な関係始まる。

1998、1999、2001 年バングラキャンプ開催（主催：SCI-Japan）

2000、2002 年ネパールキャンプ開催（主催：SCI-Japan）

2001 年バングラキャンプ開催（主催：ベラ）

2001 年韓国キャンプ、タイキャンプ、大阪釜ヶ先キャンプ開催（主

催：good!）

〔参考文献〕
大津光男（普連土学園事務長）「国際ワークキャンプの側面から見た戦後日
本におけるアメリカン･フレンズ奉仕団の活動」
FIWC関東委員会「1995 年フィリピンキャンプパンフレット」
尾形修一「思いでは空に」NK企画印刷、1997 年

1950 年代

1952 年アメリカフレンズ奉仕団（AFSC）より FIWC 独立

戦災孤児を対象とした孤児収容施設、売春婦更正施設、結核療養

施設、精神薄弱者施設などでの建設、および整備活動･･･ホザナ園、

ベテスタホーム、信愛病院、愛隣園

1960 年代前半

ハンセン病関連施設（多磨全生園、御殿場駿河台ホームなど）、身

体障害者施設（緑成会整育園、秋津療育園、稲荷山療育園など）で、

年 5～ 6回のワークキャンプの開催。首都圏近郊での母子寮、父

子寮での週末キャンプ、軽井沢援農キャンプ、立川米軍キャンプ

跡地での花植えキャンプ。1964 年パラリンピック東京大会ボラン

ティア。フレンズジュニアワークキャンプ（FJWC）結成。

1965 年 千葉県館山「かたに婦人の村」ワークキャンプ　道路整備

 「神山復生病院」ワークキャンプ　溝掘り

 「神話学園」竹薮整地　

 ベテスダ･ホーム･ワークキャンプ

 宇都宮、養護施設「普恵園」

 平塚、神話学園

 草津ハンセン病療養施設　夏季ロングワークキャンプ

1966 年 「高橋児童神愛館」春季ロングワークキャンプ「スラムと児童問題」

 「御殿場コロニー」春季セミロングワークキャンプ　

 「大洋社大森寮」（母子寮）セミロングキャンプ「スラム問題」

 「天使園」（山梨、養護施設）ワークキャンプ

 「塩崎荘」（江東区深川、宿泊提供施設）ワークキャンプ

 「本木隣保館」・「神隣館」ワークキャンプ「スラム問題」

1967 年 「家庭学校」（養護施設）ワークキャンプ「児童問題」

 「高橋神愛児童館」ワークキャンプ「児童問題」

 「若葉寮」（養護施設）ワークキャンプ「児童問題」

 「整育園」（肢体不自由児童施設）ワークキャンプ「児童問題」

 「北軽井沢開拓農村」援農キャンプ「農村問題」

 「塩崎荘」キャンプ

1968 年 「御殿場コロニー」（知的障害者施設）ワークキャンプ

 「ベテスダ･ホーム」ロングキャンプ

 生長の家「神の国寮」（江東区深川）キャンプ

1969 年 ディスカッションキャンプ

 「渋川青年の家」建設キャンプ

1972 年 群馬県渋川にて重度身体障害者施設建設の基礎工事キャンプ

 （1972 年完成、「梁山泊」と名称）
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フィリピンキャンプ
ワークリーダー
佐野一矢（さの・いちや）
今度のフィリピンワークキャンプで
ワークリーダーを担当します佐野一
矢（いちや）です。今度のキャンプで
はこれまで以上に現地の人たちとの交
流を深めていきたいと思っています。
キャンパーと村人が互いに協力し合いながら行う
ワークに加え、彼らとの交流イベントを主催しよ
うと考えています。総リーダーの祐也をはじめ、
生活全般担当の阿礼（高津）そして会計の亜矢子
（永井）と、とてもにぎやかで且つ真面目な強力ス
タッフがいるのでとても心強いです。充実したワー
ク活動はもちろん、にぎやかで楽しいキャンプに
なると確信しています。

フィリピンキャンプ　総リーダー
田中祐也（たなか・ゆうや）
フィリピン人との心の通い合いにかけてはピカイ
チです。より深いことがフィリピン人と話せるよ
うに現在タガログ語の勉強中です。強力スタッフ
に支えられ、今回のワークキャンプをきっかけに、
フィリピンを身近に感じる人が増えるよう精一杯
努めます。まずはそこから入って、視野を一緒に
広げていきましょうね。

フィリピンキャンプ　会計
永井亜矢子（ながい・あやこ）
はじめまして、次回ヒィリピン・キャンプのスタッ
フとして会計を担当させていただきます 永井亜矢
子と申します。歴史という過去を乗り越えていけ
るような「関係」を私達世代が自らの行動によっ
て実感できるワークとしていきたいように思いま
す。そして、ヒィリピン・ワークを通じて、参加
される皆さんと共に実りある思い出や絆を築いて
いけたら幸いです。どうぞ、至らない点も多いと
は思いますが、皆さんの御協力を糧にして頑張っ
ていく所存ですので、よろしくお願い致します。

フィリピンキャンプ
生活リーダー
高津阿礼（たかつ・あれい）
生活全般担当の高津阿礼です。現
在日本女子大学教育学科の 4 年で
す。2000 年夏のフィリピンキャン
プに参加して以来、次回で 3 回目
のキャンプに、4回目の訪問になり

ます。フィリピンでの生活は、もちろん日本のそ
れとは異なります。特にトイレ。女性にとっては
2番目に重要な問題です。（1番はそりゃやっぱり、
ふふふ）キャンプ中、しばしば頭を悩ませるのが、
トイレが詰まってしまうこと。こうなった時は、
水を勢いよく流すしか、覚悟を決めて手を突っ込
むしか解決策はないのですが、でもどんな詰まり
でも、頑張れば直るものなんですね。
というわけで、私の役割はフィリピンの生活環境
に馴染めない日本人キャンパー、水を使いすぎる
日本人キャンパーをやさしく見守ることです。
暴走するリーダー祐也、それを止める政策秘書の
一矢、通訳兼事務処理係りのぬけさん、超緊縮財
政の亜矢子、そして愛嬌担当の私。2002 夏フィ
リピンキャンプ、きっと印象深いものになるで
しょう。。。
応援してくださっている方々、ありがとうござい
ます。

フィリピン現地スタッフ
日下 渉（くさか・わたる）
現 24 歳。次のフィリピン独立記念
日に 25 歳になる予定。これは運命
なのだろうか。早稲田を卒業後、九
大の大学院に所属し、現在フィリピ
ンに留学中。大学一年の時にフィリ
ピンに行き、説明しきれないモヤモ

ヤした悩みを抱え、また現地の人のやさしさに魅
せられ、フィリピンのことを勉強し始める。一応
専攻は、政治学。ごく普通のありふれたおっちゃ
んやおばちゃんの生きる現実から、フィリピンを
理解できないか悪戦苦闘中。人々が生きていく上
で大切にしていることを理解していきたい。酒、
音楽（抵抗の音楽、民衆の唄）をこよなく愛する。
彼女は日本人です。

フィリピン
キャンプ

現地
駐在員
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Jimen プロジェクト 2002　
リーダー
笠眉彦（りゅう・まゆひこ）
1960 年代に福岡市（博多）で生ま
れる、体重 3700 グラム。牡牛座、
RH+の O型。
好きなモノまたは大切なコト：正直
なこころ、ぼーっとできる時間、南の島、波に浮かぶコト、
（かなり主観による）気持ちいい音、かわいい（ほとんど
主観！）女の子、だしのきいたみそ汁・・等々
プロフィールを紹介しろといわれたので、脈絡もなく考
えてみましたが、考えれば考えるほどなんとくだらない
こと！自分がいかにダメな奴か、そしてないものねだり
のタダのオヤジかを図らずも証明することになりました。
大多数のメンバーとは違い、キャンパー出身ではありま
せんが、ひょんな事で長島愛生園の夏まつりにチンドン
隊として参加した事から、FIWC での出会いに恵まれ、今
回、結純子さんのひとり芝居公演の担当をやらせていた
だいています。
これからもチンドンや文化支援活動には時間の許す限り
つきあっていきたいと思っています。どうぞよろしくお
願いします。
昨今は学生メンバーからのキャンプへのお誘いが、うれ
しくもあり、おそろしくもあり・・・

FIWC 関東委員会・委員長
西尾雄志（にしお・たけし）
1974 年 5 月 18 日生まれ。今年
で FIWCに関わって 8年目になり
ます。去年から関東委員会の委
員長をやってます。今年はフィ
リピン、韓国以外でのワークキャ
ンプを企画したいのですが、何

かと忙しく、なかなか準備が進みません。特に委
員長の仕事が何かと重なり、先月までは目をまわ
している状態でしたが、今月は気分も悪くなり、
戻しているような状態です。去年までは、「かわい
い女の子の副委員長が欲しい」などと言っている
余裕がありましたが、今年はもうそんな余裕はあ
りません。人間だったら何でもいいので、副委員
長募集です！　ついでに定例会報告のレイアウト
をしてくれる人も募集します！　ボランティア精
神に満ちあふれる人求む！

韓国キャンプ　総リーダー
佐藤正明（さとう・まさあき）
私の FIWC との関わりの始まりは
2001 年韓国キャンプのビラを見
た知人からのメールでした。当
時、韓国人の友人がおり、その友
人を訪ね韓国に旅行に行った際に
さらに多くの友人ができたところ
で、韓国に興味を持っていました。

キャンプに参加した動機というのも、韓国に行け、
韓国とかかわりのある仲間ができるからという事
でした。はじめてのキャンプまでにハンセン病に
ついての基礎知識は得ましたが、実状の把握や日
本での歴史というものは勉強会等を通して、今年
に入ってから学びました。また、この 4月にはじ
めて多磨全生園を訪れ、森元美代治さんと直接お
話ができた事はハンセン病に関する理解が一層深
まるものとなり、今回の韓国キャンプにおいて、
ハンセン病に関する諸問題の解決を目指したいと
強く思うようになりました。
私の個人的な専門は造園学であり、人と自然、主
に植物のの接点を考える学問です。これには自然
を知るということに加え、人間を知ることが非常
に重要で、FIWC の活動を通じ、自分の世界を拡
げるとともに、多くの人と出会い、自分の専門に
活かしていきたいと思います。分野として樹木学、
都市計画学、経済学、経営学、地理学などに興味
があります。
まずは、今年の韓国キャンプの成功に向け努力し
ていきたいと思っています。今後もよろしくお願
いします。

韓国キャンプ　サブリーダー
Jimen プロジェクト 2002　会計
松長麻美（まつなが・あさみ）

松長麻美といいます。パンダ大好き 19
歳。東京都立保健科学大学 2 年で、看
護学を専攻しています。昨年の韓国キャ
ンプに初めて参加し、今年はスタッフと
して準備にとりかかっています。今年の
キャンプが参加者全員にとって、もちろ
ん私自身にとって、そしてワーク地の方
にとって有意義な物になるよう、その外
枠となるキャンプ環境がしっかり作れた
らいいなーなんて考えています。また、

以前からハンセン病問題には関心があり、その
縁（？）か、一人芝居プロジェクトの会計もし
ています。個人的な事をいうと、特技は水泳、
趣味は山登り、本読み、音楽聴き、旅（大きな
物から小さな物まで）、ってな感じです。あと特
徴は、背が高い、体がかたい、です。これでも
ういつでも私を判別できますね。そういう事な
ので、見かけたら声かけてやって下さい。これ
からもどうぞよろしく。

韓国
キャンプ

FIWC
関東
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３
月
24
日
に
早
稲
田
大
学
学
生
会
館
に
て
Ｆ

Ｉ
Ｗ
Ｃ
関
東
委
員
会
の
年
度
末
報
告
会
を
行

い
ま
し
た
。

当
日
は
報
告
会
と
座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

座
談
会
で
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
関
東
委
員
会
の
歴

史
を
50
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
各
時
期
の

リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
の
人
（
菊
谷
節
夫
、
森

元
美
代
治
、阿
木
幸
男
、平
野
敏
彦
、坂
井
領
、

西
尾
雄
志
）
に
当
時
の
活
動
の
状
況
を
話
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
各
時
期
の
様
々
な
活
動

が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
関

東
委
員
会
は
あ
い
も
変
わ
ら
ず
昔
か
ら
、
女

性
に
弱
い
団
体
で
あ
る
事
が
判
明
し
ま
し

た
。
昔
の
話
を
聞
い
て
い
て
気
が
つ
い
た
の

で
す
が
、
今
年
は
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
が
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
か

ら
独
立
し
て
、ち
ょ
う
ど
50
周
年
の
年
で
す
。

次
回
は
関
西
委
員
会
、
広
島
委
員
会
、
東
海

委
員
会
の
人
も
呼
ん
で
、
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
誕
生
50

周
年
記
念
大
会
で
も
し
た
い
も
の
で
す
。

内
容

Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
関
東
委
員
会
、
友
好
団
体

２
０
０
１
年
活
動
報
告
、
２
０
０
２
年
活
動

計
画
、
友
好
団
体
紹
介
、
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
関
東
委

員
会
カ
ン
パ
状
況
、中
国
キ
ャ
ン
プ
報
告（
Ｆ

Ｉ
Ｗ
Ｃ
関
西
委
員
会
主
催
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン

キ
ャ
ン
プ
下
見
報
告
、
韓
国
キ
ャ
ン
プ
下
見

報
告
、
一
人
芝
居
準
備
状
況

座
談
会
「
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
関
東
委
員
会
50
年
の
歴

史
と
ハ
ン
セ
ン
病
と
の
関
わ
り
」

座
談
会
パ
ネ
ラ
ー
：
森
元
美
代
治
、
阿
木
幸

男
、
菊
谷
節
夫
、
平
野
敏
彦
、
坂
井
領
、
中

村
博
志
、
司
会
：
西
尾
雄
志

○問 

西
尾
雄
志

４
月
７
日
に
菊
谷
さ
ん
の
呼
び
か
け
で
全

生
園
で
花
見
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
桜
は
も

う
と
っ
く
に
散
っ
て
い
ま
し
た
が
、
多
く

の
世
代
の
人
が
集
い
大
変
盛
況
で
し
た
。
当

日
は
森
元
さ
ん
の
ガ
イ
ド
で
ハ
ン
セ
ン
病
の

資
料
館
の
見
学
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ベ
ラ
メ

ン
バ
ー
の
出
席
も
多
く
、
若
者
に
と
っ
て
ハ

ン
セ
ン
病
の
歴
史
を
知
る
い
い
き
っ
か
け
に

も
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
桜
が
な
い
分
、
た

く
さ
ん
の
ご
馳
走
や
お
酒
を
楽
し
み
ま
し
た

が
、
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
関
東
委
員
会
は
女
性
に
弱
い

だ
け
で
な
く
、
お
酒
に
も
弱
い
団
体
で
あ
る

事
が
判
明
し
ま
し
た
。

新
入
生
を
対
象
に
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
関
東
委
員
会
に

勧
誘
し
よ
う
と
も
く
ろ
ん
で
い
ま
し
た
が
、

読
み
が
甘
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
あ
ま
り
人

が
集
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
当
初
、
新
入
生
の

勧
誘
は
早
稲
田
大
学
を
中
心
に
行
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
早
稲
田
以
外
で
も
や
っ
た
ほ
う

が
い
い
、
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
体
制
を
整
え
、
再
度
早
稲
田
以
外
も
含

め
て
新
歓
を
や
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
と
し

は
ち
ょ
う
ど
、
韓
国
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
夏
に

キ
ャ
ン
プ
を
開
催
す
る
の
で
、
韓
国
キ
ャ
ン

プ
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
キ
ャ
ン
プ
の
ビ
ラ
を
同
時

に
は
っ
て
、
新
入
生
を
勧
誘
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。
対
象
と
し
て
は
、
４
月
の
新
歓
時
期

に
あ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
５
月
病
の
人
が
ね
ら

い
目
だ
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
で
５
月

の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
ご
ろ
か
ら
各

大
学
で
ビ
ラ
貼
り
を
決
行
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
各
大
学
に
通
う
皆
様
、
ぜ
ひ
協
力
し
て

く
だ
さ
い
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
キ
ャ
ン
プ
の
ビ
ラ
貼
り
は
Ｆ
Ｉ

Ｗ
Ｃ
の
勧
誘
に
先
駆
け
て
４
月
の
中
旬
か
ら

開
始
す
る
予
定
ら
し
い
で
す
。
ビ
ラ
貼
り
協

力
者
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
キ
ャ
ン
プ
ス
タ
ッ
フ
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○問 

西
尾
雄
志

２
月
19
日
か
ら
３
月
２
日
に
か
け
て
、
Ｆ
Ｉ

Ｗ
Ｃ
関
西
委
員
会
の
主
催
で
中
国
の
広
州
か

ら
90 
㎞
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
ヤ
ン
ケ
ン
村

に
て
、
韓
国
の
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
Ｐ
と
一
緒
に
ワ
ー

ク
キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
概
要
は

以
下
の
と
お
り
で
す
（
関
西
委
員
会
制
作
中

国
キ
ャ
ン
パ
ン
フ
よ
り
転
載
）。

○問 

西
尾
雄
志

中
国
キ
ャ
ン
プ
の
生
い
立
ち

今
回
で
２
回
目
の
中
国
キ
ャ
ン
プ
に
な
り
ま

す
が
、
そ
の
歴
史
を
た
ど
る
と
１
９
８
４
年

に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
１
９
７
３

年
か
ら
去
年
の
夏
ま
で
継
続
し
て
韓
国
の

忠
南
大
学
校
の
サ
ー
ク
ル
助
癩
会
（
ジ
ョ
ナ

ヘ
）
と
合
同
で
ハ
ン
セ
ン
病
快
復
者
定
着
村

に
て
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
１
９
８
４
年
当
時
の
ジ
ョ
ナ
ヘ
の
代

表
、
フ
ァ
ン
＝
ユ
ン
ギ
ュ
が
「
韓
国
の
定
着

村
も
豊
か
に
な
っ
て
き
て
、
今
後
、
韓
国
内

で
の
仕
事
が
少
な
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

日
韓
合
同
で
他
の
ア
ジ
ア
の
国
へ
応
援
に
行

こ
う
。」
と
夢
を
語
り
ま
し
た
。

以
来
15
年
た
っ
た
去
年
２
０
０
１
年
、
２
月

に
ジ
ョ
ナ
ヘ
の
Ｏ
Ｂ
、
カ
ン
＝
サ
ン
ミ
ン
が

新
た
な
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
団
体
、
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ｃ

Ｐ
（Korea International W

ork Cam
p 

For Peace

）
を
立
ち
上
げ
、
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
関

西
委
員
会
と
合
同
で
中
国
に
て
ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
プ
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

中
国
ハ
ン
セ
ン
病
事
情

１
９
５
０
年
か
ら
２
０
０
０
年
に
か
け
て
全

中
国
に
お
い
て
50
万
人
の
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

が
見
つ
か
っ
た
。
中
国
31
省
56
民
族
す
べ
て

に
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
は
存
在
す
る
。

患
者
の
分
布
を
見
る
と
、
中
国
東
部
と
南
部

が
１
番
多
く
、
続
い
て
中
部
、
そ
の
次
に
西

部
が
多
く
、
北
部
に
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て

い
な
い
。省
で
言
う
と
広
東
省
が
１
番
多
い
。

言葉はわからなくても茶話会で村のおばあちゃん
と仲良くなった。
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現
在
ま
で
40
数
万
人
の
治
療
が
終
了
し
た
。

こ
の
50
年
間
で
見
つ
か
っ
た
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
の
90
％
は
快
復
し
た
が
、
ま
だ
６
０
０
０

人
が
治
療
さ
れ
ず
、
家
で
誰
に
も
見
ら
れ
な

い
よ
う
な
所
に
か
く
さ
れ
て
い
た
り
、
病
院

に
入
院
し
た
り
し
て
い
る
。

一
般
に
中
国
の
定
着
村
政
策
は
１
９
５
８

年
に
政
府
の
力
に
よ
っ
て
特
に
法
律
が
あ
っ

た
わ
け
で
も
な
い
が
治
療
の
た
め
に
行
わ
れ

た
。
今
で
は
全
中
国
に
８
０
０
ヶ
所
の
定
着

村
が
存
在
す
る
。
ヤ
ン
ケ
ン
村
が
あ
る
広
東

省
に
は
ヤ
ン
ケ
ン
村
を
合
わ
せ
て
63
ヶ
所
の

定
着
村
が
存
在
し
、
４
０
０
０
人
の
快
復
者

が
生
活
し
て
い
る
。

ヤ
ン
ケ
ン
村
に
つ
い
て

広
州
中
心
地
か
ら
90
㎞
離
れ
た
地
点
に
存
在

し
て
い
る
。

村
は
１
９
５
７
年
ハ
ン
セ
ン
病
治
療
の
た
め

に
政
府
の
力
に
よ
っ
て
成
立
し
た
。
当
時
は

４
０
０
人
の
人
々
が
強
制
収
容
さ
れ
た
。

現
在
43
人
の
ハ
ン
セ
ン
病
快
復
者
が
生
活

し
て
い
る
。
政
府
か
ら
１
ヶ
月
に
つ
き
１
人

１
２
０
元
の
資
金
援
助
を
受
け
て
い
る
。
た

だ
し
、
政
府
が
以
前
行
っ
た
調
査
の
際
、
村

の
人
口
は
37
人
と
調
査
さ
れ
た
た
め
、
残
り

の
６
人
に
は
い
ま
だ
資
金
援
助
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。

そ
の
６
人
に
は
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
か
ら
の
資
金
援

助
、
ま
た
は
村
で
飼
っ
て
い
る
鶏
を
売
却
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
補
わ
れ
て
い
る
。

村
の
食
事
は
朝
９
時
と
夕
方
５
時
の
１
日
２

食
で
あ
る
。

（
２
０
０
１
年
中
国
キ
ャ
ン
プ
時
に
行
っ
た

調
査
に
基
づ
く
）

関
係
し
て
い
る
団
体

Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
Ｐ

Korea International W
ork Cam

p For 

Peace

（
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
Ｐ
）
は
１
９
９
９
年
に

韓
国
大
田
市
に
あ
る
忠
南
大
学
校
の
サ
ー
ク

ル
助
癩
会
（
ジ
ョ
ナ
ヘ
）
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
カ

ン
＝
サ
ン
ミ
ン
氏
を
中
心
と
し
て
設
立
さ
れ

た
非
営
利
組
織
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）。

主
た
る
目
的
は
「
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
と
い
う

独
自
の
方
法
を
通
じ
、
若
者
達
の
文
化
交
流

と
奉
仕
精
神
を
育
成
し
、
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

精
神
を
広
報
、
拡
大
し
、
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

を
活
性
化
す
る
」と
し
て
い
る
。
ま
た
、ワ
ー

ク
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
団
体
を
支
援
す
る
こ
と

も
そ
の
目
的
と
し
て
い
る
。

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
（
ハ
ン
ダ
）

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
は
１
９
９
６
年
に
ハ
ン
セ
ン
病

問
題
に
直
面
す
る
人
々
を
始
め
あ
ら
ゆ
る
人

類
に
お
け
る
尊
厳
を
促
進
す
る
非
政
府
組
織

（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
と
い
う
名
前
は
、
ハ
ン
セ
ン

病
の
病
原
菌
を
発
見
し
た
ハ
ン
セ
ン
医
師

と
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
一
生
を
注
い
だ

ダ
ミ
ア
ン
神
父
の
二
人
の
名
前
を
と
っ
て

つ
け
ら
れ
た
。
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
は
世
界
30
ヶ
国

に
お
い
て
20
万
人
の
会
員
を
ほ
こ
る
Ｉ
Ｄ
Ｅ

Ａ
（The International A

ssociation for 

In
teg
ratio

n
, D
ig
n
ity &

 Eco
n
o
m
ic 

Advancem
ent

）
の
支
部
で
あ
る
。

中
国
に
お
い
て
ハ
ン
セ
ン
病
で
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
け
で
差
別
さ
れ
て
い
る
人
々
に
よ

り
良
き
生
を
見
出
す
機
会
、
き
っ
か
け
を
作

る
こ
と
や
、
社
会
か
ら
隔
離
さ
れ
た
ハ
ン

セ
ン
病
快
復
者
定
着
村
で
生
活
す
る
高
齢
世

代
の
人
々
の
生
活
の
質
を
改
善
す
る
た
め
に

活
動
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
家
屋
の
修
繕

活
動
、
自
活
生
活
の
促
進
活
動
、
村
に
住
む

青
少
年
に
対
す
る
奨
学
金
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
前
回
の
我
々
の
活
動
も
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
の

活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
。

３
月
24
日
〜
３
月
31
日

Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
関
東
委
員
会
と
友
好
関
係
に
あ
る

ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
！
の
主
催
で
、
静
岡
県
の
袋
井
市

に
あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
牧
場
で
キ
ャ
ン
プ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
か
ら
西
尾
も
参
加

し
ま
し
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
牧
場
で
は
、
ヒ
キ

コ
モ
リ
や
心
の
傷
を
負
っ
た
若
者
が
、
動
物

の
世
話
を
し
な
が
ら
共
同
生
活
を
し
て
い
ま

す
。
キ
ャ
ン
プ
期
間
中
は
、
春
休
み
で
生
徒

達
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
代
わ
り
に
牛
、

馬
、
や
ぎ
、
ニ
ワ
ト
リ
な
ど
た
く
さ
ん
の
動

物
が
い
ま
し
た
。
毎
朝
６
時
か
ら
、
牛
の
ふ

ん
掃
除
や
乳
搾
り
、
え
さ
や
り
、
鶏
が
産
ん

だ
卵
の
収
集
、
な
ど
た
く
さ
ん
の
ワ
ー
ク
を

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
牧
場

で
は
毎
日
キ
ャ
ン
パ
ー
に
牧
場
の
牛
乳
が
ふ

る
ま
わ
れ
、
１
日
１
人
あ
た
り
平
均
１
リ
ッ

ト
ル
の
牛
乳
を
消
費
し
ま
し
た
。
最
終
日
に

は
、
牧
場
で
育
て
た
牛
も
食
べ
ま
し
た
。
Ｇ

ｏ
ｏ
ｄ
！
で
は
夏
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
も
企
画
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
と
は
ま
た
ち
が
っ
た
雰
囲

気
の
キ
ャ
ン
プ
な
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は

行
っ
て
み
よ
う
！
！

○問 

ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
！
東
京
オ
フ
ィ
ス

　

 http://w
w
w
.xdsl.ne.jp/y/isk/

ネパールでトリをシメました。
ネパールキャンプ報告は次のページです。

ワーク中の休憩時間はカンコクフードのおやつ。
ときどきビールも。

キャンプ最終日は不自由な体をおして見送ってくれた人もいた



89

リ
ー
ダ
ー　

小
野
浩
平

前
回
（
２
０
０
０
年
10
月
、
リ
ー
ダ
ー
宮
本

久
美
子
氏
）
に
引
き
続
き
、
２
０
０
２
年
の

２
月
19
日
か
ら
３
月
３
日
に
か
け
て
、
首
都

カ
ト
マ
ン
ズ
の
郊
外
に
あ
る
テ
ィ
ミ
と
い
う

町
で
、
知
的
障
害
を
持
つ
子
供
た
ち
の
た
め

の
学
校
の
建
設
を
手
伝
っ
て
き
ま
し
た
。
ト

ス
コ
ン
サ
と
は
テ
ィ
ミ
の
現
地
語
（
ネ
ワ
ー

ル
語
）
で
「
美
味
し
い
」
を
意
味
し
、
今
回

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
名
称
と
し
ま
し
た
。
学

校
に
は
関
東
、
関
西
、
韓
国
、
ネ
パ
ー
ル
全

土
か
ら
合
計
16
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま

り
、
地
元
の
方
と
共
に
生
活
し
な
が
ら
、
教

室
の
壁
と
な
る
レ
ン
ガ
を
積
ん
だ
り
、
花

壇
の
た
め
の
土
を
運
ん
だ
り
と
い
っ
た
作
業

を
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
中
、
学
校
に
は
子

供
た
ち
が
通
っ
て
い
た
の
で
、
参
加
者
は
学

校
に
通
う
子
供
た
ち
と
交
流
が
あ
り
、
よ
い

励
ま
し
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
キ
ャ
ン

プ
で
は
、
前
回
完
成
し
た
１
階
の
教
室
の
上

に
、
３
つ
の
教
室
と
そ
の
屋
根
を
２
階
に
完

成
さ
せ
た
の
で
す
が
、
２
階
に
上
が
る
た
め

の
階
段
が
、
資
金
不
足
の
た
め
に
ま
だ
完
成

し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
２
階
に
教
室
は

あ
っ
て
も
、
今
は
ま
だ
上
が
れ
な
い
と
い
う

状
態
で
す
。
建
設
作
業
の
他
に
も
、
キ
ャ
ン

プ
地
に
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
、
ネ
パ
ー
ル
の
障

害
児
問
題
や
女
性
問
題
、
ネ
パ
ー
ル
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
参

加
者
た
ち
は
、
お
互
い
の
文
化
や
社
会
問
題

を
シ
ェ
ア
し
合
い
だ
し
、
充
実
し
た
交
流
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

○問 

小
野
浩
平

講
師
：
阿
木
幸
男

本
年
度
も
、
河
合
塾
の
コ
ス
モ
で
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ゼ
ミ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
河
合

塾
生
以
外
も
参
加
自
由
で
す
の
で
、
ふ
る
っ

て
参
加
し
て
下
さ
い
。
時
間
は
毎
週
金
曜
日

17:00

〜18:30

、
場
所
は
千
駄
ヶ
谷
の
河

合
塾
コ
ス
モ
校
で
す
。
５
月
ま
で
の
予
定
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

４
月
19
日　

参
加
者
の
自
己
紹
介
、
ゼ
ミ
の

予
定
確
認
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
意
義
と
現

状
の
説
明
。

４
月
26
日　
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
レ
ポ
ー
ト
」

３
月
12
日
〜
21
日
、
コ
ス
モ
生
、
河
合
塾
生
、

大
学
生
、
河
合
塾
講
師
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
プ

ノ
ン
ペ
ン
州
に
あ
る
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
友

好
学
園
」
を
訪
れ
た
。
全
国
の
河
合
塾
校
舎

で
集
め
た
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
鉛
筆
な
ど
の
文
房

具
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
先
生
、
生
徒
が
交
流

し
た
。
そ
の
模
様
を
と
っ
た
ビ
デ
オ
を
見
な

が
ら
、
ツ
ア
ー
参
加
者
に
体
験
談
を
話
し
て

も
ら
い
ま
す
。
話
し
手
：
伊
藤
千
枝
（
津
田

塾
大
３
年
）、高
橋
建
吉
（
明
治
学
院
１
年
）、

竹
村
彩
（
学
習
院
大
１
年
）

５
月
10
日　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、

フ
レ
ン
ズ
国
際
労
働
キ
ャ
ン
プ（
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
）

の
活
動
レ
ポ
ー
ト
」

　

Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
や
そ
の
他
の
団
体
に
参
加
し
た

学
生
の
体
験
レ
ポ
ー
ト
。ハ
ン
セ
ン
病
、フ
ィ

リ
ピ
ン
の
農
村
、
ネ
パ
ー
ル
の
障
害
を
も
つ

子
供
達
の
通
う
学
校
の
建
設
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
の
農
村
、
中
国
の
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
患

者
の
人
が
暮
ら
す
村
、
な
ど
の
ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
プ
に
参
加
す
る
大
学
生
の
「
実
感
」
に
基

づ
く
ト
ー
ク
を
通
し
て「
異
文
化
交
流
」、「
国

際
協
力
」、「
平
和
」
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
す
。
話
し
手
：
西
尾
雄
志
（
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
関

東
委
員
会
委
員
長
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
）、

高
津
阿
礼
（
日
本
女
子
大
４
年
）、
伊
藤
祥

江（
東
京
学
芸
大
学
大
学
院
）、中
村
博
志（
Ｆ

Ｉ
Ｗ
Ｃ
関
東
委
員
会
広
報
部
長
、
早
稲
田
大

学
大
学
院
）

５
月
17
日
「
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
、
報
復
戦

争
、
非
暴
力
で
平
和
を
実
現
し
よ
う
と
す
る

「
非
暴
力
平
和
隊
」
の
活
動
と
非
暴
力
的
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

ゲ
ス
ト
：
大
畑
豊
さ
ん
（
非
暴
力
平
和
隊
日

本
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
共
同
代
表
、
ア
メ
リ

カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ

ン
カ
、
で
非
暴
力
平
和
活
動
に
参
加
。
良
心

的
軍
事
費
不
払
い
を
実
践
）

○問 

中
村
博
志

教室風景

これが建設を手伝ってきた学校です
この写真はキャンプ後に撮影

知的障害をもった子供たちとリハビリ大会
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４
月
20
日
に
阿
木
さ
ん
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

行
わ
れ
ま
す
。
内
容
、
詳
細
は
以
下
の
と
お

り
。

日
時
：
４
月
20
日
（
土
）18:30

〜21:00

（18:00

開
場
）

18:30

〜19:30　

ガ
ン
ジ
ー
の
「
塩
の
行

進
」、キ
ン
グ
牧
師
の「
人
種
差
別
反
対
運
動
」

に
お
け
る
徹
底
し
た
非
暴
力
行
動
の
根
底
に

あ
る
も
の

19:45

〜21:00　

阿
波
根
の
「
米
軍
基
地

反
対
・
非
暴
力
行
動
」
と
ポ
ル
ポ
ト
に
よ
る

過
酷
な
暴
力
の
下
に
生
き
、「
平
和
の
た
め

の
教
育
」と
い
う
非
暴
力
の
道
を
歩
く
コ
ン
・

ボ
ー
ン
の
生
き
方

話
し
手
：
阿
木
幸
男
（「
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育

支
援
基
金
」
代
表
、
河
合
塾
講
師
、
予
備
校

教
師
の
会
、
非
暴
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー

参
加
費
：
５
０
０
円

会
場
：
代
々
木
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、

セ
ン
タ
ー
棟
513
号
室
（
小
田
急
線
「
参
宮
橋
」

下
車
、
徒
歩
５
分
、
駅
前
に
案
内
図
あ
り
）

○問 

カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援
基
金

４
月
27
日

ベ
ラ
メ
ン
バ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
キ
ャ
ン
パ
ー

を
中
心
に
Ｂ
Ｂ
Ｑ
大
会
を
し
ま
す
。
日
時

は
、
４
月
27
日
、
場
所
は
南
武
線
稲
城
長
沼

駅
を
予
定
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
差
し
入
れ
歓
迎
！
！

○問 
西
尾
雄
志

５
月
３
日
〜
４
日

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
、
奈
良
の
交
流
の

家
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
ま
す
。ワ
ー
ク
内
容
は
、

交
流
の
家
の
前
に
あ
る
カ
マ
小
屋
の
補
修

で
す
。
関
西
委
員
会
で
は
こ
の
キ
ャ
ン
プ
で

新
人
キ
ャ
ン
パ
ー
を
対
象
と
し
た
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
予
定
で
す
。
宿
泊
費
用

は
交
流
の
家
に
て
一
泊
３
０
０
円
。
キ
ャ
ン

プ
ア
ウ
ト
後
も
連
休
が
残
っ
て
い
る
の
で
、

関
西
観
光
も
出
来
ま
す
。

○問 

交
流
の
家

○問 

青
山
哲
也

５
月
３
日
〜
６
日

今
年
も
大
分
の
耶
馬
渓
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
ま

す
。  

耶
馬
渓
の
大
自
然
の
中
、
一
緒
に
農
作

業
を
し
て
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
！  

シ
カ
肉
、

イ
ノ
シ
シ
鍋
を
肴
に
酒
を
飲
み
ま
し
ょ
う
！  

耶
馬
渓
の
星
空
の
下
み
ん
な
で
語
り
あ
い
、

恋
を
し
ま
し
ょ
う
！ 

興
味
の
あ
る
方
、
詳
し
こ
と
を
知
り
た
い
方

は
以
下
の
の
連
絡
先
ま
で
。 

○問 

関
東
・
・
藤
沢
真
人

○問 
関
西
・
・
福
田
マ
ヤ

５
月
31
日
19
時
開
演　

新
宿
文
化
セ
ン
タ
ー

昨
年
秋
、
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
関
西
委
員
会
が
主
催
し

た
大
阪
公
演
を
皮
切
り
に
、
各
地
で
公
演
さ

れ
て
い
る
ひ
と
り
芝
居
「
地
面
の
底
が
ぬ
け

た
ん
で
す
」
の
東
京
公
演
を
成
功
さ
せ
る
た

め
、
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

３
月
に
は「
チ
ラ
シ
つ
く
り
隊
」の
メ
ン
バ
ー

が
精
力
を
挙
げ
て
、
チ
ョ
ー
好
評
の
チ
ラ
シ

や
チ
ケ
ッ
ト
の
制
作
を
終
え
ま
し
た
。
現
在

は
、
当
日
配
布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
た
め

に
「
パ
ン
フ
隊
員
」
が
も
ぞ
も
ぞ
と
動
き
出

し
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月
に
は
結
さ
ん
の
稽

古
場
見
学
の
訪
問
も
行
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

メ
ン
バ
ー
、気
合
タ
ッ
プ
リ
に
な
り
ま
し
た
。

チ
ケ
ッ
ト
の
売
れ
行
き
も
好
調
で
す
か
ら
、

見
に
行
く
方
は
早
め
に
チ
ケ
ッ
ト
を
手
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
し
な
い
と
無
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
よ
！

○問 

茂
木
亮

チ
ケ
ッ
ト
の
申
し
込
み
は
モ
グ
ネ
ッ
ト

http://w
w
w
.m
ognet.org/ 

ま
た
は
東
京
音
楽
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

Ｊ
ｉ
ｍ
ｅ
ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2002

ひ
と
り
芝
居
に
向
け
て
…

僕
と
ハ
ン
セ
ン
病
の
関
わ
り
は
、
今
ま
で

の
と
こ
ろ
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
長
く
も
な
く
、
深

く
も
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
も
し
２
年
前

の
夏
、
長
島
愛
生
園
で
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
と
再
会
し

て
い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
積
極
的
に
関
わ

り
を
持
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

も
と
も
と
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
興
味
が
あ
っ

て
愛
生
園
を
訪
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

実
際
そ
こ
で
、
僕
は
ひ
ど
く
個
人
的
な
経
験

を
し
た
だ
け
だ
と
も
い
え
る
。

し
か
し
、
２
年
た
っ
た
今
で
も
、
そ
の
経
験

を
語
り
つ
く
す
こ
と
ば
を
さ
が
し
続
け
て
い

る
。

確
か
な
の
は
、
チ
ン
ド
ン
隊
で
園
の
み
な
さ

ん
に
音
を
お
届
け
す
る
は
ず
が
、
は
る
か
に

大
き
な
お
返
し
を
い
た
だ
い
て
帰
っ
て
き
た

と
い
う
こ
と
だ
。

去
年
の
５
月
、
日
本
中
が
「
ハ
ン
セ
ン
病
国

賠
訴
訟
」
に
揺
れ
て
い
た
と
き
、
僕
は
、
友

人
で
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
関
西
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で

も
あ
る
茂
木
亮
に
つ
き
あ
っ
て
、
何
度
か
デ

モ
や
集
会
に
参
加
し
た
。
彼
は
こ
の
「
国
賠

訴
訟
騒
動
」
の
一
部
始
終
を
、
患
者
・
元
患

者
の
み
な
さ
ん
に
最
も
近
い
視
点
か
ら
記
録

に
残
そ
う
と
し
て
い
た
。「
控
訴
か
？
、
断

念
か
？
」
刻
々
と
移
り
変
わ
る
緊
迫
し
た
状

況
の
中
、
写
真
を
撮
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

続
け
た
。
こ
の
取
材
は
、
後
日
「
む
す
び
新

聞
」と
し
て
結
実
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、

そ
の
編
集
後
記
の
お
わ
り
に
、
僕
は
こ
う
結

ん
で
い
る
。

東京　　小倉
→小倉　　（JR日豊本線）（90min、¥2,020）
→中津　　（日田行・最終16:00）（60min、¥1,050）

東京（羽田）　　福岡
→福岡空港　　日田バスターミナル（80～120分
¥1,750）→　　（中津行・最終16:35）（45min、¥950）

どちらも 特急バス利用の場合「裏耶馬渓入口」
各停のバス利用の場合「下郷」バス停で下車。
バス降車後、電話してください。

耶馬渓への行き方

90min,（定）¥31,000

290min,のぞみ（定）¥23130
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「
┃
┃
わ
れ
わ
れ
は
患
者
・
元
患
者
の
み
な

さ
ん
に
、
未
来
へ
の
確
か
な
意
思
を
確
認
す

る
機
会
を
与
え
ら
れ
、
今
ま
た
試
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
す
べ

て
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
す
。」

ご
存
知
の
と
お
り
「
国
賠
訴
訟
」
は
原
告

団
勝
利
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
、
ま
た
夏
は

め
ぐ
っ
て
、
僕
は
ふ
た
た
び
チ
ン
ド
ン
隊
の

一
員
と
し
て
愛
生
園
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

あ
た
た
か
い
気
持
ち
は
１
年
前
と
変
わ
ら

ず
、
こ
こ
ろ
を
満
た
し
て
い
た
。
し
か
し
同

時
に
、
ど
こ
か
違
和
感
を
否
定
で
き
な
い
自

分
が
い
た
。

『
む
す
び
新
聞
を
作
っ
た
り
、
た
ま
に
愛
生

園
や
、（
そ
の
頃
は
森
元
美
代
治
さ
ん
と
も

知
り
合
っ
て
い
た
か
ら
）
多
磨
全
生
園
に
行

く
だ
け
で
、
何
か
し
ら
の
責
任
を
果
た
し
た

気
に
な
っ
て
い
い
の
か
？
』

「
す
べ
て
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
」
と
言
い
放

ち
な
が
ら
、
こ
れ
と
い
っ
て
何
も
で
き
な
い

自
分
の
歯
が
ゆ
さ
に
引
っ
か
か
っ
て
い
た
の

だ
。

ひ
と
り
芝
居
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、
ち
ょ

う
ど
そ
ん
な
頃
だ
っ
た
。

「
ハ
ン
セ
ン
病
の
人
が
書
い
た
エ
ッ
セ
イ
を

元
に
し
た
芝
居
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
人
が

い
る
ら
し
い
よ
」

初
演
直
前
の
リ
ハ
ー
サ
ル
に
う
か
が
っ
て

接
し
た
そ
れ
は
、
驚
く
ほ
ど
簡
単
な
装
置

と
、
最
低
限
の
ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て
そ
れ
か

ら
は
決
し
て
想
像
の
で
き
な
い
高
い
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
を
備
え
た
特
異
な
ひ
と
り
芝
居
だ
っ

た
。
膨
大
な
セ
リ
フ
を
憶
え
る
だ
け
で
も
大

変
な
俳
優
自
身
が
、
脚
本
を
書
い
て
い
る
こ

と
に
も
驚
か
さ
れ
た
。

結
純
子
さ
ん
は
「
地
面
の
底
が
ぬ
け
た
ん
で

す
」
に
魅
了
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
感
じ
た
。

そ
し
て
僕
ら
は
、
純
子
さ
ん
を
語
り
部
と
し

て
、
原
作
者
の
藤
本
と
し
さ
ん
に
魅
了
さ
れ

て
い
た
。

思
え
ば
こ
の
と
き
、
今
回
の
新
宿
公
演
は
ス

タ
ー
ト
し
て
い
た
の
だ
。

現
代
の
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
は
、
医
療
の
衣
を

纏
っ
た
差
別
問
題
で
あ
る
。
医
学
界
の
責
任

は
重
い
が
、
本
当
に
解
決
す
べ
き
問
題
は
、

偏
見
に
満
ち
た
こ
の
社
会
に
生
き
る
人
の
心

だ
。

た
だ
、
偏
見
は
「
こ
ん
な
に
ひ
ど
い
こ
と
が

あ
っ
た
ん
で
す
」
と
知
ら
せ
る
だ
け
で
は
な

く
な
ら
な
い
。
身
近
な
問
題
と
し
て
呈
示
さ

れ
て
は
じ
め
て
、
人
は
認
識
を
改
め
る
。
そ

の
認
識
が
ア
リ
の
よ
う
に
広
が
り
、
社
会
全

体
の
認
識
に
な
っ
た
と
き
、
問
題
は
社
会
に

還
元
さ
れ
吸
収
さ
れ
た
と
い
え
る
の
だ
。

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
よ
う
に
長
い
歴
史
を

持
つ
差
別
問
題
の
場
合
、
特
に
地
道
な
活
動

が
重
要
と
な
る
。
大
多
数
が
療
養
所
内
に
住

む
元
患
者
さ
ん
た
ち
と
外
部
と
の
交
流
を
す

す
め
る
こ
と
、
ひ
と
り
の
人
間
と
人
間
と
し

て
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
は
、
大
変
だ
が

も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
だ
。

そ
れ
と
共
に
、
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
良
い
と

思
わ
れ
る
の
が
、
芝
居
や
音
楽
・
美
術
な
ど

の
文
化
支
援
活
動
。
素
晴
ら
し
い
表
現
は
、

人
の
心
を
動
か
す
も
の
だ
か
ら
。

心
が
動
け
ば
、
人
は
テ
ー
マ
を
身
近
に
感
じ

る
。
認
識
を
改
め
る
糸
口
を
得
る
の
だ
。

結
純
子
さ
ん
の
こ
の
芝
居
「
地
面
の
底
が
ぬ

け
た
ん
で
す
」
は
、
き
っ
と
多
く
の
人
の
心

を
動
か
し
続
け
て
行
く
で
し
ょ
う
。
そ
の
一

翼
を
担
え
た
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。

そ
し
て
、
内
と
か
外
と
か
い
う
概
念
が
あ
ら

ゆ
る
意
味
で
壊
れ
る
こ
と
を
も
祈
り
つ
つ
、

文
を
結
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

○問 

笠
眉
彦

ひ
と
り
芝
居
、
今
後
の
日
程

Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
関
東
の
主
催
で
行
な
わ
れ
る
ひ
と

り
芝
居
は
５
月
31
日
で
す
が
、
今
後
も
各
地

で
公
演
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

 

○問 

東
京
音
楽
文
化
セ
ン
タ
ー

日
に
ち
／
場
所
／
主
催

５
月
25
日 

奈
良
市
遺
跡
文
化
セ
ン
タ
ー

 

（
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
）

６
月
14
日 

岡
山
県
こ
う
み
ょ
う
会
館

 

（
邑
久
光
明
園
自
治
会
）

６
月
15
日 

鳥
取
県
智
頭
町
総
合
セ
ン
タ
ー

 

（
ピ
ー
ス
サ
ミ
ッ
ト
21
）

６
月
16
日 

兵
庫
県
夢
前
町
中
央
公
民
館

 
ホ
ー
ル
（
夢
前
町
教
育
委
員
会
）

８
月
23
日 
兵
庫
県
山
崎
町
文
化
会
館

 

（
山
崎
町
教
育
委
員
会
）

９
月
６
日 

練
馬
文
化
セ
ン
タ
ー

 

（
塚
本
グ
ル
ー
プ
）

10
月
８
日 

山
崎
町
文
化
会
館

 

（
兵
庫
県
一
宮
町
教
育
委
員
会
）

11
月
４
日 

鳥
取
県
松
江
県
民
会
館

 

（
野
津
恵
子
グ
ル
ー
プ
）

11
月
17
日 

愛
媛
県
五
十
鈴
中
央
公
民
館

 

（
五
十
鈴
中
央
公
民
館
）

12
月
１
日 

兵
庫
県
伊
丹
中
央
公
民
館

 

（
伊
丹
中
央
公
民
館
）

８
月
初
旬
２
週
間

キ
ャ
ン
プ
地
：
韓
国
全
羅
北
道
イ
ク
サ
ン
村

か
全
羅
南
道
ヨ
ン
ア
ン
村

ワ
ー
ク
内
容
：
家
の
補
修
、
下
水
工
事
、
草

刈
り
な
ど
を
予
定

参
加
費
：
３
０
０
０
０
円
（
渡
航
費
別
）

２
０
０
２
年
度
韓
国
キ
ャ
ン
プ
総
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
ま
す
東
京
農
業
大
学
３
年
、
佐
藤
正

明
で
す
。
私
は
昨
年
、
２
０
０
１
年
の
韓
国

キ
ャ
ン
プ
か
ら
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
の
活
動
に
参
加
し

ま
し
た
。

現
在
、
韓
国
キ
ャ
ン
プ
は
日
本
の
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ

メ
ン
バ
ー
と
韓
国
側
、
韓
国
外
国
語
大
学
日

本
語
学
科
の
奉
仕
活
動
サ
ー
ク
ル
「
ハ
ナ
会

（
ハ
ナ
フ
ェ
）」の
メ
ン
バ
ー
と
が
共
同
で
キ
ャ

ン
プ
を
企
画
運
営
す
る
と
い
う
方
法
で
行
っ

て
い
て
、
主
な
活
動
内
容
は
韓
国
内
の
ハ
ン

セ
ン
病
元
患
者
の
定
着
村
に
て
援
農
作
業
、

施
設
補
修
、
村
民
と
の
交
流
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。
韓
国
の
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
定
着

村
を
取
り
巻
く
環
境
は
物
理
的
に
は
十
分
に

整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
古
く

か
ら
の
差
別
偏
見
か
ら
周
辺
集
落
か
ら
社
会

的
に
隔
離
さ
れ
た
状
況
が
残
っ
て
い
ま
す
。

私
達
の
活
動
を
通
し
て
、
単
な
る
労
働
奉
仕

で
な
く
社
会
的
な
環
境
の
改
善
、
差
別
偏
見

の
撲
滅
に
向
け
て
前
進
し
て
ゆ
く
こ
と
も
、

活
動
目
標
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数

年
の
間
、
韓
国
キ
ャ
ン
プ
は
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
（
日

本
）
か
ら
の
参
加
者
が
少
な
く
ハ
ナ
会
を
中

心
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年

の
キ
ャ
ン
プ
に
は
日
本
か
ら
の
学
生
20
数
名

が
参
加
し
、
久
し
ぶ
り
に
活
気
の
あ
る
、
韓

日
合
同
の
キ
ャ
ン
プ
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

復
活
は
前
・
総
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
松
本
譲
氏

の
努
力
と
情
熱
に
よ
っ
た
も
の
で
し
た
。
今

年
度
、
復
活
２
年
目
と
な
る
２
０
０
２
年
度

韓
国
キ
ャ
ン
プ
を
ハ
ナ
会
と
協
議
を
進
め
な

が
ら
現
在
企
画
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ン
セ
ン

病
を
取
り
巻
く
環
境
の
改
善
、
韓
日
の
よ
り

一
層
の
相
互
理
解
、
参
加
す
る
キ
ャ
ン
パ
ー

自
身
の
自
己
実
現
な
ど
を
目
標
と
し
な
が

ら
、
今
年
度
の
韓
国
キ
ャ
ン
プ
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○問 

佐
藤
正
明
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８
月
６
日
〜
20
日
ま
で
の
２
週
間
（
予
定
）

キ
ャ
ン
プ
地
：
レ
イ
テ
島
ア
ル
べ
ー
ラ
市
サ

ン
ペ
ド
ロ
・
カ
り
ガ
タ
ナ
ン
地
区

ワ
ー
ク
内
容
：
ト
イ
レ
及
び
井
戸
作
り

下
見
報
告

２
月
１
日
か
ら
15
日
ま
で
の
２
週
間
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
・
レ
イ
テ
島
に
お
い
て
キ
ャ
ン
プ
下

見
を
行
っ
た
。

ワ
ー
ク
地
は
オ
ル
モ
ッ
ク
か
ら
バ
ス
で
約

20
分
行
っ
た
ク
ロ
ッ
シ
ン
グ
か
ら
、
山
の
ほ

う
へ
約
１
キ
ロ
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
カ
リ

ガ
タ
ナ
ン
の
小
学
校
。
小
学
校
に
は
使
用
で

き
る
ト
イ
レ
が
一
つ
も
な
く
、
更
に
は
学
校

の
周
り
に
集
落
が
な
い
た
め
ト
イ
レ
に
関
し

て
大
変
不
自
由
思
い
を
し
て
い
る
と
の
事
で

あ
っ
た
。
実
際
、私
も
小
学
校
を
訪
れ
た
際
、

お
腹
が
痛
く
な
っ
て
近
く
の
家
の
ト
イ
レ
ま

で
４
０
０
メ
ー
ト
ル
歩
い
た
。（
死
ぬ
か
と

思
っ
た･･･

。）
ま
た
生
活
用
水
の
不
足
と
い

う
問
題
も
抱
え
て
お
り
井
戸
の
必
要
性
を
訴

え
ら
れ
た
。
キ
ャ
ン
プ
地
を
探
し
て
い
る
中

で
よ
く
「
カ
リ
ガ
タ
ナ
ン
＝
貧
し
い
地
区
」

と
い
う
噂
、
話
を
よ
く
耳
に
し
た
。
実
際

訪
れ
て
み
て
集
落
や
人
々
の
様
子
か
ら
も
こ

れ
ま
で
私
達
が
訪
れ
た
他
の
地
域
と
は
違
っ

た
貧
し
い
雰
囲
気
を
感
じ
た
。
宿
泊
場
所
に

つ
い
て
は
カ
リ
ガ
タ
ナ
ン
地
区
で
の
宿
泊
も

考
え
た
が
、
治
安
と
い
う
面
を
大
き
く
考
慮

し
同
地
区
か
ら
約
1.5
キ
ロ
離
れ
た
国
道
沿
い

の
海
に
面
し
た
地
区
の
サ
ン
ペ
ド
ロ
Ｂ
Ｒ
Ｇ

キ
ャ
プ
テ
ン
の
お
宅
に
決
定
し
た
。
キ
ャ
プ

テ
ン
宅
の
離
れ
を
２
つ
貸
し
て
も
ら
い
片
方

を
男
、
も
う
片
方
を
女
で
使
う
。

○問 
佐
野
一
矢
（
ワ
ー
ク
リ
ー
ダ
ー
）

今
年
か
ら
日
下
渉
君
が
現
地
駐
在
員
と
し
て

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
滞
在
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ

フ
と
現
地
駐
在
員
が
メ
ー
ル
を
使
っ
て
互
い

に
意
見
・
情
報
を
交
換
し
合
い
、
よ
り
一
層

可
能
性
を
秘
め
た
キ
ャ
ン
プ
へ
の
実
現
に
向

け
動
き
始
め
て
い
ま
す
。
以
下
は
下
見
中
に

日
下
渉
さ
ん
を
ふ
ま
え
て
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

や
、
日
本
で
の
ス
タ
ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

何
度
か
行
っ
た
も
の
の
中
で
の
原
案
で
す
。

１
「
募
集
の
時
期
を
早
め
る
」

現
在
す
で
に
ビ
ラ
が
出
来
上
が
り
、
各
大
学

へ
の
張
り
出
し
を
す
す
め
て
い
ま
す
。　

（
効
果
ａ
）
日
本
人
同
士
が
キ
ャ
ン
プ
前
に

仲
良
く
な
っ
て
お
け
ば
、
現
地
で
は
も
っ
と

現
地
の
人
と
も
仲
良
く
な
れ
る
。

普
通
に
考
え
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
で
き
た
友

達
が
日
本
人
だ
け
と
い
う
の
は
い
さ
さ
か
問

題
あ
り
だ
と
思
う
。
募
集
時
期
を
早
め
る
こ

と
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
日
本
人
同
士
が
初
め

て
友
達
に
な
る
と
い
う
無
駄
な
過
程
を
省
け

ば
、
現
地
の
人
と
の
交
流
に
よ
り
重
点
を
移

す
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
や
不
満
を
遠
慮
せ

ず
言
い
い
や
す
く
な
れ
る
。
こ
れ
は
、
よ
り

深
み
の
あ
る
キ
ャ
ン
プ
へ
の
実
現
と
し
て
い

い
資
源
と
な
る
。

リ
ピ
ー
タ
ー
と
の
ズ
レ
も
埋
め
易
く
な
る
。

初
め
て
行
く
人
、
初
め
て
行
く
場
所
、
誰

で
も
最
初
は
わ
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
一
つ
を
と
っ
て
も
勝
手

が
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
。
し
か
し
、
そ

こ
は
日
本
人
同
士
の
助
け
合
い
が
ス
ム
ー
ズ

に
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
不
安
は
少
し
で
も
減

る
で
あ
ろ
う
。

（
効
果
ｂ
）
時
間
を
か
け
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

や
勉
強
会
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
キ
ャ
ン

パ
ー
の
意
識
、
知
識
、
技
術
な
ど
を
事
前
に

よ
り
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

２
「
キ
ャ
ン
プ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
文
章
で
表
し
、

そ
れ
を
み
ん
な
で
共
有
で
き
る
も
の
に
し
て
い
く
」

ス
タ
ッ
フ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
、
ス
タ
ッ
フ
間

だ
け
の
暗
黙
の
了
解
に
し
て
お
く
の
で
は
な

く
、キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
的
に
表
し
て
み
る
。

例
え
ば
、「
早
い
、
安
い
、
う
ま
い
」
み
た

い
に
。
こ
う
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
に
対
し
て
ス

タ
ッ
フ
以
外
か
ら
不
満
が
出
れ
ば
修
正
し
て

い
け
ば
よ
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ス
タ
ッ

フ
が
キ
ャ
ン
プ
に
か
け
る
意
気
込
み
を
、
他

の
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
も
ぶ
つ
け
て
み
る
機

会
が
あ
る
こ
と
は
大
切
だ
と
思
う
。

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
す
る
人
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
理
由
や
目
的
が
あ
る
の
は
当
た
り
前
だ
け

ど
、
最
低
限
の
「
最
小
公
約
数
」
的
な
共
通

の
了
解
事
項
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
は
で
き
る

は
ず
。
こ
れ
が
、
キ
ャ
ン
パ
ー
み
ん
な
で
共

有
で
き
る
キ
ャ
ン
プ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
な
れ

ば
い
い
と
思
う
。

（
効
果
）
ス
タ
ッ
フ
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら

お
う
と
い
う
の
で
は
な
く
、
キ
ャ
ン
パ
ー
一

人
一
人
の
責
任
感
、
意
識
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
組
織
・
集
団
と
し
て
の
質
が
格
段

に
向
上
す
る
。

３「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
の
た
め
の
芸
を
み
が
く
」

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
特
性
は
豊
か
な
感
受
性
だ

と
思
う
。
言
葉
が
通
じ
な
く
と
も
、
心
は
通

じ
る
。
ワ
ー
ク
も
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
だ
が
、

心
が
通
い
合
う
手
段
は
他
に
も
あ
る
は
ず
で

あ
る
。 

例
え
ば
、
歌
、
踊
り
、
バ
ス
ケ
、
楽
器
演
奏

か
ら
始
ま
っ
て
、
お
年
寄
り
へ
の
マ
ッ
サ
ー

ジ
や
、
子
供
相
手
の
ゲ
ー
ム
な
ど
な
ど
。
考

え
付
く
の
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を

一
人
で
も
い
い
し
、
グ
ル
ー
プ
で
も
い
い
か

ら
練
習
し
て
お
く
。
合
い
言
葉
は
「
一
人
一

芸
」。

（
効
果
）
初
め
て
の
日
本
人
で
も
現
地
に
溶

け
込
む
こ
と
が
ず
っ
と
容
易
に
な
る
。
フ
レ

ン
ド
シ
ッ
プ
が
促
進
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
と

に
か
く
現
地
の
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
。
ま

た
、
ア
カ
ペ
ラ
グ
ル
ー
プ
、
ダ
ン
ス
グ
ル
ー

プ
、
チ
ン
ド
ン
バ
ン
ド
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
を

作
っ
て
練
習
す
れ
ば
、
日
本
人
同
士
も
ず
っ

と
仲
良
く
な
れ
る
。

４
「
日
本
人
主
催
の
企
画
を
す
る
」

以
前
に
「
フ
ィ
エ
ス
タ
」
な
る
も
の
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
一
旦
は
没
案
に
な
っ
た
ら
し

い
の
だ
が
、
そ
の
理
由
を
聞
く
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、以
前
の
「
フ
ィ
エ
ス
タ
」
の
欠
点
は
、

そ
の
名
前
の
デ
カ
さ
の
割
り
に
チ
ャ
チ
な
こ

と
。
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
、
フ
リ
ー
フ
ー
ド
な

ん
て
大
し
た
食
数
を
準
備
で
き
な
い
し
、
日

本
食
だ
っ
て
あ
ん
ま
り
食
べ
て
く
れ
な
い
。

ダ
ン
ス
な
ん
か
も
音
響
が
ヘ
ボ
す
ぎ
る
。
だ

い
た
い
「
フ
ィ
エ
ス
タ
」
の
名
前
が
良
く
な

い
と
思
う
。
結
局
、
村
人
を
期
待
さ
せ
す
ぎ

て
、
裏
切
る
こ
と
に
な
る
の
が
、
非
常
に
悔

し
い
と
思
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、「
フ
ィ
エ
ス
タ
」
の
欠
点
を
見
直

し
た
上
で
、
何
か
企
画
を
す
る
こ
と
は
決
し

て
悪
く
な
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
今
回
の

ワ
ー
ク
地
は
、
滞
在
地
と
も
離
れ
て
い
る
。

両
者
を
結
ぶ
も
の
が
あ
れ
ば
、
よ
り
多
く

の
人
々
と
の
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
が
実
現
で
き

る
。初
め
て
行
く
日
本
人
に
と
っ
て
も
、き
っ

か
け
に
な
る
。
子
供
相
手
の
運
動
会
や
、
若

者
相
手
の
バ
ス
ケ
大
会
、夜
は
本
物
の
音
響
・

照
明
シ
ス
テ
ム
を
借
り
て
（
５
０
０
０
ペ
ソ

く
ら
い
で
で
き
る
！
）
デ
ィ
ス
コ
パ
ー
テ
ィ

を
行
う
と
か
は
全
然
実
行
可
能
だ
と
思
う
。

（
効
果
）
基
本
的
に
暇
な
村
人
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
。
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
な
ど
を
実
現
で

き
た
ら
、
す
ご
い
喜
ば
れ
る
と
思
う
。
踊
る

の
が
大
好
き
な
人
た
ち
だ
し
。
現
地
か
ら
の

感
謝
を
期
待
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
ち
ら
が

感
謝
す
る
の
が
当
然
。
村
に
受
け
て
い
れ
て

も
ら
っ
て
、
さ
ん
ざ
ん
親
切
に
し
て
も
ら
っ

て
、
た
だ
で
酒
や
メ
シ
を
お
ご
っ
て
も
ら
っ
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て
、
チ
ヤ
ホ
ヤ
し
て
気
持
ち
よ
く
し
て
も

ら
っ
て
、い
い
体
験
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、キ
ャ

ン
プ
を
支
え
て
も
も
ら
っ
て
い
る
ん
だ
か

ら
。
こ
っ
ち
が
感
謝
す
る
機
会
を
設
け
る
の

も
大
切
。

以
上
が
、
過
去
の
キ
ャ
ン
プ
の
反
省
点
を
ふ

ま
え
た
う
え
で
の
計
画
で
あ
る
。

私
個
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
気
質
は
半
端
な

く
好
き
で
あ
る
。
彼
ら
も
私
の
こ
と
が
大
好

き
で
あ
る
。
今
回
参
加
す
る
人
た
ち
に
、
よ

り
多
く
の
人
た
ち
に
そ
の
機
会
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
の
が
心
情
で
あ
る
。

今
日
本
に
い
る
間
で
も
、
彼
ら
の
こ
と
が
気

に
な
っ
て
気
に
な
っ
て
仕
方
な
い
。
お
互
い

に
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
こ
そ
、

真
の〝
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
〞に
近
づ
く
気
が
す

る
。
そ
し
て
、
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
国
を

超
え
、
宗
教
を
超
え
、
多
く
の
も
の
を
超
え

た
上
で
成
り
立
つ
関
係
を
築
く
こ
と
は
、
多

く
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
だ
と
思

う
。

可
能
性
を
信
じ
る
こ
と
。
そ
し
て
そ
れ
を
実

現
に
向
け
て
動
く
こ
と
は
、
私
達
に
託
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

○問 

田
中
裕
也
（
総
リ
ー
ダ
ー
）

現
地
駐
在
員
情
報

こ
の
前
、
テ
ィ
ナ
ガ
ン
の
森
の
中
で
ラ
イ
ブ

録
音
し
た
ビ
サ
ヤ
ン
・
ソ
ン
グ
・
テ
ー
プ
、

D
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（
二
度
と
聞
き
た
く
な

い
と
い
う
意
味
ら
し
い
）
に
よ
る
「
ト
ゥ
バ

の
宴
」
が
手
元
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
自
分

一
人
の
も
の
に
し
て
お
く
の
は
も
っ
た
い
な

い
の
で
、
欲
し
い
人
が
い
た
ら
一
本
５
０
０

＋
気
持 

円
で
買
い
ま
せ
ん
か
？ 

売
り
上
げ

は
全
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

た
ち
の
手
元
に
渡
る
よ
う
に
し
ま
す
。
リ
ー

ド
ボ
ー
カ
ル
は
、
ベ
リ
オ
の
息
子
の
ジ
ョ
ニ

オ
ー
ル
、
ニ
ロ
、
ニ
ロ
の
弟
の
フ
リ
オ
で
す
。

ま
た
ベ
リ
オ
も
唄
っ
て
ま
す
が
、
下
痢
で
体

調
が
悪
く
、
リ
ー
ド
は
あ
ま
り
と
っ
て
い
ま

せ
ん
。
ギ
タ
リ
ス
ト
は
イ
ン
ゴ
ッ
ト
で
、
森

の
中
一
の
ギ
タ
ー
弾
き
で
す
。
ト
ゥ
バ
の
摂

取
量
が
増
え
る
に
つ
れ
て
唄
が
あ
や
し
く
な

る
の
は
仕
方
な
い
け
ど
、
特
に
初
め
の
う
ち

は
な
か
な
か
の
も
の
で
す
よ
。
森
の
中
の
雰

囲
気
が
好
き
な
人
に
は
涙
も
の
で
し
ょ
う
。

こ
れ
で
み
な
さ
ん
も
、
ビ
サ
ヤ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
・
マ
ニ
ア
に
な
れ
ま
す
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
方

も
、
是
非
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、セ
カ
ン
ド
・
ア
ル
バ
ム
の
レ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
も
予
定
し
て
い
て
、
こ
ち
ら
の
予
約
も

行
っ
て
い
ま
す
。
値
段
は
、
同
じ
く
５
０
０

＋
気
持 

円
で
す
。
次
回
は
よ
り
大
人
数
の

バ
ン
ド
に
す
る
予
定
で
、
ベ
リ
オ
の
ベ
ー
ス

ギ
タ
ー
、
ロ
ク
ロ
ク
の
笑
え
な
い
ギ
ャ
グ
、

鍋
や
ポ
リ
タ
ン
ク
を
叩
く
ド
ラ
マ
ー
な
ど
も

フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
す
る
つ
も
り
で
す
。
こ
ち
ら

も
期
待
し
て
い
て
下
さ
い
。
ど
ち
ら
の
テ
ー

プ
も
６
月
く
ら
い
ま
で
に
は
、
手
元
に
渡
る

よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○問 

日
下
渉

唐
突
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
は
現
地
の
人
々

と
ど
の
よ
う
に
つ
き
あ
っ
て
い
く
べ
き
な
の
で
し
ょ

う
か
。
ど
の
よ
う
な
関
係
を
創
っ
て
い
っ
た
ら
い
い

の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
私
な
り
に

考
え
て
き
た
こ
と
を
少
々
書
か
せ
て
頂
き
ま
す
。

私
と
し
て
は
、「
善
意
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
か
わ

い
そ
う
な
人
た
ち
を
助
け
て
あ
げ
る
」
と
い
っ
た
、

上
か
ら
見
下
ろ
し
た
よ
う
な
形
で
の
つ
き
あ
い
方

は
受
け
入
れ
難
い
で
す
。
ま
た
、「
貧
し
い
方
が
人

間
は
や
さ
し
く
な
れ
る
」
な
ど
と
、
貧
困
を
安
易
に

美
化
し
、「
日
本
人
み
た
い
な
生
活
を
送
る
よ
り
も
、

あ
な
た
た
ち
は
そ
の
ま
ま
の
方
が
幸
せ
な
ん
だ
よ
」

と
い
う
態
度
で
、
私
た
ち
の
間
に
存
在
す
る
明
白
な

矛
盾
を
黙
認
す
る
よ
う
な
つ
き
あ
い
も
避
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

そ
う
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
大
切
な
の
は
、
現
地

の
人
々
を
、
貧
困
を
始
め
と
し
た
困
難
な
諸
問
題
に

対
し
て
共
に
向
か
い
合
い
、
新
た
な
未
来
を
切
り
開

い
て
い
く
た
め
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
認
識

し
、
つ
き
あ
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
う
し
た
協
力
関
係
を
創
っ
て
い
く
た
め
に

必
要
な
の
は
、
現
地
の
人
々
が
自
ら
社
会
に
関
与
し

て
い
こ
う
と
す
る
「
主
体
性
」、
そ
し
て
そ
う
し
た

主
体
性
を
支
え
る
人
々
の「
価
値
」や「
誇
り
」と
い
っ

た
も
の
を
理
解
し
よ
う
と
努
力
し
、
人
間
と
し
て
共

感
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。こ
れ
は
、

人
間
社
会
に
存
在
す
る
様
々
な
差
異
、
そ
し
て
不
平

等
を
徹
底
的
に
直
視
し
な
が
ら
、
現
地
の
人
々
と
私

た
ち
の
間
に
何
ら
か
の
共
同
性
を
見
出
し
、
共
感
に

よ
っ
て
人
と
人
が
つ
な
が
っ
て
い
く
可
能
性
を
模
索

し
て
い
く
こ
と
で
す
。

こ
う
し
た
私
自
身
の
問
題
意
識
か
ら
、
こ
の
勉
強

会
で
は
、
み
な
さ
ん
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
そ
こ
に
住
む

人
々
を
理
解
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
い
く
ら
か
の

手
助
け
を
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
２
点
あ
り
ま
し
て
、
ま
ず
、「
未
来
に
向
け
た
可

能
性
と
し
て
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
」
と
題
し
て
、
貧
困
、

売
春
、
危
険
、
腐
敗
な
ど
と
い
っ
た
負
の
イ
メ
ー
ジ

に
ま
み
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
観
と
は
ま
た
別
の
見
方
を

提
示
し
て
み
た
い
で
す
。
そ
し
て
次
に
は
、「
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
人
々
は
何
を
大
切
に
し
て
生
き
て
い
る
の

だ
ろ
う
？
」
と
い
う
題
で
、
現
地
の
人
々
が
生
き
て

い
く
上
で
大
切
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
価
値
を
、

ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
た
る
自
分
が
代
弁
す
る
僭
越
さ
を

恥
じ
つ
つ
、
い
く
つ
か
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
２
点
を
、
数
回
に
分
け
、
メ
ー
ル
で

配
信
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
１
回

目
で
す
。
私
た
ち
と
現
地
の
人
々
の
相
互
理
解
に
少

し
で
も
役
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
」
と
は
何
者
か
？ 

一
見
簡
単
そ
う

な
問
い
で
す
が
、
こ
れ
を
定
義
す
る
の
は
な
か
な
か

難
し
く
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
知
識
層
で
は
論
争
を
繰
り

広
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
何
故
な
ら
ば
、
共
通
の
文
化

や
偉
大
な
過
去
に
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
見
出

す
の
か
困
難
だ
か
ら
で
す
。
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、

現
在
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
と
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
支
配

に
よ
っ
て
初
め
て
切
り
取
ら
れ
地
域
で
あ
り
、
そ
の

名
も
時
の
ス
ペ
イ
ン
王
子
フ
ェ
リ
ペ
二
世
に
ち
な
ん

で
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
ス
ペ
イ
ン
以
前
に
は
何

の
統
一
王
朝
も
存
在
せ
ず
、
南
部
の
イ
ス
ラ
ム
地
域

を
除
け
ば
、ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
バ
ラ
ン
ガ
イ
（
村
）

単
位
で
の
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
は
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
」
と

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
出
身
の
ス
ペ
イ
ン
人
を
指
す

言
葉
で
あ
っ
て
、
原
住
民
は
「
イ
ン
デ
ィ
オ
」
と
呼

ば
れ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
す
。

さ
ら
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
過
去
だ
け
で
は
な
く
、

共
通
文
化
に
よ
っ
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め
る

こ
と
も
困
難
で
す
。
国
土
は
７
０
０
０
以
上
の
島
々

に
分
断
さ
れ
て
、
１
０
０
近
く
と
も
い
わ
れ
る
多
様

な
言
語
、
民
族
集
団
を
内
包
し
て
い
る
し
、
ス
ペ
イ

ン
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
と
い
っ
た
植
民
者
の
文
化
的

支
配
に
長
ら
く
侵
さ
れ
て
き
た
た
め
に
、
真
に
オ
リ

ジ
ナ
ル
な
フ
ィ
リ
ピ
ン
文
化
と
い
う
も
の
を
主
張
す

る
の
も
難
し
い
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
、
過
去
に
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
」
概
念
の
根

源
を
求
め
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
す
。
ま
た
、
殖
民

地
化
さ
れ
た
過
去
は
否
定
し
た
い
け
れ
ど
も
、
も
は

や
キ
リ
ス
ト
教
や
英
語
を
捨
て
去
る
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
耐
え
難
い
苦

痛
を
持
っ
て
現
状
を
受
け
入
れ
、
未
来
に
向
か
っ
て

走
り
続
け
る
し
か
な
い
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
現
在

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
殖
民
地
主
義
に
本
来
の
発
展
を

歪
め
ら
れ
た
不
本
意
な
仮
の
姿
で
あ
っ
て
、
未
来
へ

の
企
て
の
中
に
こ
そ
真
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
姿
を
現
す

の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
の
で
す
。
例

え
ば
、
か
つ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
代
表
し
た
歴
史
家
・

思
想
家
の
レ
ナ
ト
・
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
は
、
マ

ル
コ
ス
独
裁
政
権
の
対
米
従
属
的
な
性
格
を
念
頭
に

置
き
、「
今
日
の
社
会
状
況
が
要
求
す
る
真
の
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
と
は
、
殖
民
地
化
を
排
し
、
独
立
を
求
め

る
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
た
た
か
っ
て
い
る
人
で
あ

る
」
と
主
張
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
抑
圧
を
は
ね
の

け
よ
う
と
す
る
、
民
衆
の
未
来
に
向
け
た
闘
争
の
中

に
こ
そ
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
見

出
し
て
い
こ
う
と
試
み
た
の
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
「
明
日
の
社
会
は
自
分
た
ち
で
創
る
ん

だ
」
と
い
う
認
識
は
、
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
非
常
に
盛
ん
な
市
民
社
会
論
や
、
世
界
で
も
有
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数
の
活
発
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
、
あ
る
い
は
２
度
も
大
統

領
を
追
放
し
た
ピ
ー
プ
ル
・
パ
ワ
ー
か
ら
理
解
で
き

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー

ノ
い
う
闘
争
（strug

g
le

）
と
い
う
点
は
抜
き
に

し
て
も
、
未
来
に
こ
そ
真
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
あ
る

の
だ
と
い
う
考
え
が
一
般
的
に
共
有
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

小
学
校
教
師
の
テ
ィ
ー
タ
や
ノ
グ
ノ
グ
が
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
問
わ
れ
、
口
を
揃
え

て
「W

e are m
akin
g
 Filip

in
o

」
と
答
え
た
こ

と
か
ら
も
分
か
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

未
来
へ
の
希
求
に
加
え
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
共
同
性
を

成
り
立
た
せ
て
い
る
も
う
一
つ
の
重
要
な
要
素
は
、

「
共
感
」
で
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
国
民
統
合
と
い
う

観
点
か
ら
で
は
あ
ま
り
成
功
し
て
お
ら
ず
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
で
あ
る
こ
と
を
意
識
せ
ず
に
暮
ら
し
て
い
る

人
が
多
い
と
言
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
例

え
ば
、
マ
ル
コ
ス
の
最
大
の
政
敵
ベ
ニ
グ
ノ
・
ア
キ

ノ
が
マ
ル
コ
ス
派
に
暗
殺
さ
れ
た
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
や
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
へ
の
出
稼
ぎ
メ
イ
ド
が
冤

罪
の
疑
い
が
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
正
当
防
衛
で
の

殺
人
で
あ
っ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
死
刑
判
決
を
受
け

た
り
す
る
と
、
突
如
「
想
像
の
共
同
体
」
が
人
々
の

意
識
上
で
形
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
階
級
、
地
域
、
宗
教
を
超
え
て
国
中
で
「
そ
れ

は
あ
ん
ま
り
だ
」「
か
わ
い
そ
う
だ
」
と
い
う
共
感

と
共
苦
が
、
被
害
者
へ
の
深
い
感
情
移
入
と
共
に
広

範
に
巻
き
起
こ
り
、「
我
々
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
」
意
識

が
高
揚
し
た
り
す
る
の
で
す
。
そ
も
そ
も
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
革
命
も
、
ス
ペ
イ
ン
に
処
刑
さ
れ
た
ホ
セ
・
リ

サ
ー
ル
へ
の
深
い
感
情
移
入
と
怒
り
か
ら
、
我
々

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
意
識
が
高
揚
し
、
国
中
を
巻
き
込
ん

だ
抵
抗
運
動
に
発
展
し
た
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ア
キ
ノ
の
暗
殺
に
対
す
る
共
苦
も
、
マ

ル
コ
ス
を
追
放
し
た
ピ
ー
プ
ル
・
パ
ワ
ー
に
展
開
し

て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
共
感
に
基
づ
く
共
同

性
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
特
徴
の

一
つ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
過
去
や
単
一
文
化
に
で
は
な
く
、「
未

来
へ
の
希
求
」
と
「
共
感
」
に
基
づ
く
共
同
性
、
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
あ
り
方
は
、「
万
世
一
系
」
や
「
単

一
民
族
」
に
根
拠
を
得
よ
う
と
す
る
日
本
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
特
異
さ
が
際
立
つ

こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
が
私
の
一
番
こ

だ
わ
る
点
な
の
で
す
が
、
過
去
や
「
固
有
な
」
文
化

に
閉
ざ
す
の
で
は
な
く
、
未
来
と
共
感
に
向
け
て
大

き
く
間
口
を
広
げ
た
共
同
性
は
、
偏
狭
で
排
他
的
な

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
民
族
主
義
に
堕
落
し
な
い
共
同

性
の
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
例
え
ば
、テ
ィ
ナ
ガ
ン
（
キ
ャ
ン
プ
地
の
村
）

の
ニ
ロ
と
ジ
ョ
ニ
オ
ー
ル
は
、
や
は
り
私
に
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
問
わ
れ
、
何
と
「
そ

れ
は
外
国
人
に
優
し
く
す
る
こ
と
だ
」
と
答
え
て
、

私
を
驚
愕
さ
せ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
確
か
に
、
外

国
人
で
あ
る
私
へ
の
リ
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
外
国
人
に
よ
る
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
の
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
の
イ
メ
ー
ジ
を
単
に
繰
り
返

し
て
い
る
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
れ
に

も
関
わ
ら
ず
、
私
た
ち
日
本
人
が
、
日
本
人
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
問
わ
れ
、
そ
れ
は
外
国
人
に
優
し

く
す
る
こ
と
だ
な
ん
て
果
た
し
て
即
答
で
き
ま
し
ょ

う
か
。
こ
の
よ
う
な
一
切
の
排
他
性
を
ま
と
わ
な
い

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
、
た
と
え
認
識
上
だ
け
で
あ
っ

た
と
し
て
も
存
在
し
う
る
と
い
う
こ
と
に
、
度
肝
を

抜
か
れ
た
の
で
し
た
。

固
有
で
純
粋
な
過
去
や
文
化
と
い
う
神
話
に
規
定

さ
れ
な
い
共
同
性
の
あ
り
方
は
、
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
、
民
族
主
義
を
超
え
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
実
現
す
る

た
め
に
必
要
な
の
は
、
私
た
ち
の
想
像
力
に
よ
る
共

感
で
あ
る
と
私
は
考
え
ま
す
。
現
状
を
変
え
て
い
く

可
能
性
は
、
ま
さ
に
ご
く
普
通
の
学
生
、
お
ば
ち
ゃ

ん
、
お
じ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
想
像
力
に
よ
っ
て
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
に
こ
そ
あ
る
と
僕
は
信
じ
て
い
る

の
で
す
。
想
像
力
を
使
っ
て
国
境
を
飛
び
越
え
、
仲

間
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
。
仲
間
の
安
否
に
は
誰
で

も
気
を
遣
う
か
ら
、
こ
れ
は
無
関
心
を
減
ら
し
、
関

心
の
対
象
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
か
ら

で
す
。

他
者
の
窮
状
に
対
し
て
無
関
心
で
あ
る
か
、
関
心
を

持
つ
か
は
、
私
た
ち
の
共
同
性
の
概
念
に
大
き
く
関

係
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
頭
の
中
で
ど
の
よ
う
な

共
同
体
を
想
定
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
関
心
の
対

象
は
変
わ
っ
て
く
る
と
い
う
の
で
す
。
例
え
ば
、
一

般
的
な
日
本
人
に
あ
り
が
ち
な
傾
向
と
し
て
、
国
内

の
事
件
の
被
害
者
の
悲
し
み
は
非
常
に
身
近
に
感
じ

る
け
れ
ど
も
、
パ
レ
ス
チ
ナ
や
ア
フ
ニ
ス
タ
ン
の
悲

し
み
に
は
す
ご
く
鈍
感
に
し
か
感
じ
ら
れ
な
い
人
た

ち
が
い
る
と
思
い
ま
す
。だ
け
れ
ど
も
、ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
プ
に
参
加
し
た
り
す
る
と
、
自
分
の
関
心
の
対
象

が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
こ
と
が
し
ば
し

ば
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
ま
で
は
関
心
の

対
象
外
で
あ
っ
た
人
々
が
、
キ
ャ
ン
プ
で
身
近
な
友

人
が
で
き
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
々
が

自
分
の
仲
間
意
識
内
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
、
私
た
ち
は
「
日
本
人
」
な
ど
と
い
う
共
同

性
を
当
た
り
前
で
不
変
の
も
の
と
し
て
考
え
て
し
ま

い
が
ち
で
す
が
、
人
間
の
共
同
性
の
概
念
は
、
想
像

力
に
よ
っ
て
い
く
ら
で
も
変
わ
り
う
る
の
で
す
。
そ

も
そ
も
、
日
本
人
全
員
に
会
う
事
な
ん
て
不
可
能

な
の
だ
か
ら
、「
日
本
人
」
と
い
う
共
同
性
だ
っ
て
、

想
像
上
の
産
物
に
過
ぎ
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
一

昔
前
ま
で
は
、
薩
摩
人
と
長
州
人
は
、
別
の
国
の
人

で
あ
っ
た
わ
け
だ
す
し
。
だ
か
ら
こ
そ
、
新
た
な
共

同
体
を
想
像
し
て
い
く
い
こ
と
も
で
き
る
の
だ
と
い

う
の
で
す
。

そ
れ
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
想
像
力
に
よ
っ

て
、
新
た
な
共
同
性
を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
「
想
う
」
と
い
う
こ

と
に
よ
っ
て
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ア
フ
ガ
ン

の
爆
弾
の
下
を
想
う
。フ
ィ
リ
ピ
ン
の
貧
困
を
想
う
。

ハ
ン
セ
ン
病
で
差
別
を
強
い
ら
れ
た
人
々
の
生
活
を

想
う
。
想
う
に
あ
た
っ
て
、
戦
争
や
、
飢
え
や
、
ハ

ン
セ
ン
病
を
実
際
に
経
験
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も

必
要
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
経
験
し
た
人

で
は
な
い
と
そ
の
体
験
を
理
解
で
き
な
い
と
い
う
の

で
は
、
経
験
絶
対
主
義
に
陥
り
、
人
と
人
を
つ
な
げ

て
い
か
な
い
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
そ
ん
な
安
易
に
他
者
の
悲
し
み
を
理
解
で

き
る
と
い
う
の
は
、
と
て
つ
も
な
い
傲
慢
で
あ
る
と

の
批
判
も
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
反
論
は
、
ま
さ
に

そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
な
た
は
私
の
悲
し
み

を
最
終
的
に
は
理
解
で
き
な
い
。
こ
れ
は
ま
っ
た
く

正
し
い
と
思
い
ま
す
。
安
易
に
他
者
を
分
か
っ
た
気

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
は
、
大
き
な
落
と
し
穴
が

つ
い
て
ま
わ
る
と
思
い
ま
す
。
現
実
の
犯
罪
的
な
不

平
等
な
構
造
に
目
を
閉
ざ
し
た
ま
ま
で
、安
易
に「
人

類
み
な
兄
弟
」
と
言
う
こ
と
は
、
抑
圧
、
貧
困
、
差

別
な
ど
と
い
っ
た
人
と
人
の
間
に
存
在
す
る
様
々
な

不
平
等
を
隠
蔽
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で

す
。

だ
け
れ
ど
も
、
む
し
ろ
大
切
な
の
は
、
他
者
を
理
解

す
る
こ
と
の
困
難
、
危
険
、
不
可
能
性
を
強
調
す
る

こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
私
た
ち
の
平
凡
な
日
常
生

活
を
、
想
像
力
に
よ
っ
て
彼
ら
／
彼
女
ら
の
生
活
に

つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
く
努
力
で
あ
り
、
そ
の
共
感

の
過
程
か
ら
現
実
の
不
平
等
を
問
い
た
だ
す
発
想
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
想
像
力
に
よ
っ
て

私
た
ち
が
恋
人
を
失
う
悲
し
み
を
、
ア
フ
ガ
ン
の
人

が
空
爆
に
よ
っ
て
恋
人
を
殺
さ
れ
る
悲
し
み
に
重
ね

あ
わ
せ
、
人
間
の
命
の
価
値
に
差
が
つ
け
ら
れ
る
現

実
の
国
際
政
治
の
あ
り
方
を
糾
弾
す
る
よ
う
な
発
想

で
す
。
そ
れ
は
、
自
分
の
日
常
か
ら
で
は
遙
か
遠
く

に
思
わ
れ
る
ア
フ
ガ
ン
の
空
爆
に
よ
る
被
害
者
の
悲

し
み
を
、
結
局
は
理
解
で
き
な
い
と
す
る
の
で
は
な

く
、「
そ
ん
な
こ
と
い
ち
い
ち
言
わ
な
い
で
も
、
分

か
る
よ
」
と
い
っ
た
感
覚
で
抱
き
と
め
る
よ
う
な
想

像
力
で
す
。
だ
っ
て
、愛
す
る
者
を
失
う
悲
し
み
を
、

い
ち
い
ち
他
人
に
教
え
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
理
解
で

き
な
い
と
い
う
人
が
い
ま
す
か
。
そ
う
す
る
と
、
経

験
の
有
無
は
他
者
の
理
解
に
そ
れ
ほ
ど
障
害
で
は
な

く
な
る
と
思
う
の
で
す
。

李
静
和
な
ど
と
い
う
人
は
、
日
本
の
女
子
高
生
が
失

恋
す
る
悲
し
み
を
、元
従
軍
慰
安
婦
の
ハ
ル
モ
ニ（
お

ば
あ
さ
ん
）
た
ち
の
悲
し
み
と
あ
え
て
区
別
し
な
い

と
ま
で
言
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ル
モ
ニ
た
ち
の
つ
ら
す

ぎ
て
言
え
な
い
悲
し
み
を
、
無
理
や
り
み
ん
な
の
前

で
言
わ
せ
て
、
そ
れ
を
自
分
と
は
全
く
別
世
界
の
悲

し
み
と
し
て
捉
え
る
の
が
、
歴
史
の
証
言
と
い
う
仕

組
み
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
証
言
よ
り
も
「
そ

ん
な
の
分
か
る
か
っ
た
か
ら
、
い
ち
い
ち
言
わ
な
い

で
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
考
え
の
方
に
可
能

性
を
見
出
す
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
安
易
に
日
本
の

女
子
高
生
と
ハ
ル
モ
ニ
の
悲
し
み
を
同
列
に
語
る
こ

と
に
は
明
ら
か
に
危
険
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し

私
は
、
他
者
へ
の
共
感
や
関
心
が
あ
っ
て
こ
そ
、
現

実
の
不
平
等
を
問
い
た
だ
し
て
い
く
考
え
が
人
の
中

に
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、私
は
こ
う
し
た
「
想
う
」
こ
と
に
よ
っ

て
国
境
線
を
超
え
て
つ
な
が
る
共
同
性
と
い
う
も
の

を
信
じ
て
い
き
た
い
の
で
す
。

さ
て
、少
し
話
が
飛
躍
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、フ
ィ

リ
ピ
ン
を
こ
う
い
う
視
点
か
ら
見
て
み
る
と
、
い
ろ

い
ろ
面
白
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
得
る
き
っ
か
け
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
こ
の
文
章
を
書
い
て
み
ま

し
た
。
楽
観
的
す
ぎ
る
と
い
う
批
判
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
も
ち
ろ
ん
、
私
が
述
べ
て
き
た
よ
う
な
共
同
性

が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
実
現
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
難
い

面
も
あ
り
ま
す
。
国
家
に
よ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
教

育
や
排
他
性
も
確
か
に
存
在
し
ま
す
。し
か
し
、フ
ィ

リ
ピ
ン
の
欠
点
を
あ
げ
つ
ら
う
の
は
簡
単
で
す
が
、

む
し
ろ
私
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
そ
の
可
能
性
を
学
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

異
論
、
反
論
、
質
問
、
感
想
な
ど
、
待
っ
て
い
ま
す
。

〔
参
考
文
献
〕

「
想
像
の
共
同
体
」（
増
補
版
）
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、  「
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
メ
イ
ド
処
刑
事
件
の
意
味
す
る
も
の
：
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
外
交

に
お
け
る
「
国
民
」
の
登
場
」、「
総
合
的
地
域
研
究
」、「
フ
ィ

リ
ピ
ン
民
衆
の
歴
史
」
井
村
文
化
事
業
社
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
論
上
・
下
」
井
村
文
化
事
業
社
、「
文
化
の

な
か
の
政
治
」
弘
文
堂
、「
植
民
地
支
配
の
歴
史
を
超
え
て
：

未
来
へ
の
投
企
と
し
て
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

考
」、「
ア
ジ
ア
の
多
文
化
社
会
と
国
民
国
家
」、「
つ
ぶ
や
き

の
政
治
思
想 

求
め
ら
れ
る
ま
な
ざ
し
・
か
な
し
み
へ
の
、
そ

し
て
秘
め
ら
れ
た
も
の
へ
の
」
青
土
社

文
責
：
日
下
渉



14

２
０
０
１
年
度 

収
支
報
告

カ
ン
パ
状
況

前
回
の
定
例
会
報
告
に
て
カ
ン
パ
・
年
会
費

の
お
願
い
を
し
た
と
こ
ろ
次
の
方
か
ら
カ
ン

パ
、
年
会
費
を
頂
き
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

カ
ン
パ
：
和
田
昭
子
、
南
井
弘
次
、
小
河
原

英
貴
、
川
田
茂
子
、
平
野
敏
彦
、
後
藤
角
充
、

巽
重
雄
、
稲
葉
充
利
、
野
渡
直
樹
、
坂
井
領
、

株
藪
真
紀
、
鈴
木
由
美
、
木
村
聖
哉
、
奥
村

田
起
正
、
加
島
宏
、
森
岡
律
子
、
君
塚
隆
太
、

鳥
山
和
義
、
野
本
聡
美
、
福
島
晴
雄
、
内
田

美
智
子
、
森
元
美
代
治

年
会
費
：
井
木
澤
稔
、
君
塚
隆
太
、
尾
形
修

一
、
南
井
弘
次
、
小
河
原
英
貴
、
竹
村
晃
子
、

宮
本
郁
子
、浜
島
恭
子
、木
村
仁
、

西
尾
建
人
、
鈴
木
由
美
、
野
本

聡
美
、内
田
美
智
子
、荒
川
龍
一
、

草
柳
理
沙

以
上
、敬
称
略
。３
月
31
日
現
在
。

会
計
報
告
の
欄
で
も
書
い
た
と

お
り
、
カ
ン
パ
内
訳
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。

使
途
が
指
定
の
な
い
カ
ン
パ
の
使
い
道（
案
）

使
途
を
定
め
な
い
カ
ン
パ
を
11
万
１
５
０
０

円
も
頂
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
使

い
道
の
案
と
し
て
は
、
1
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
現
地
駐
在
員
の
必
要
経
費

に
充
て
る
、
2
今
後
何
ら
か
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
の
準
備
費
用

と
し
て
プ
ー
ル
し
て
お
く
、
3
次

回
の
夏
キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ
る

ま
で
大
金
の
年
会
費
収
入
が
見
込

め
な
い
た
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は

定
例
会
報
告
の
発
送
費
が
少
し
足
り
な
く
な

る
恐
れ
も
あ
る
の
で
、
そ
の
た
め
の
費
用
に

す
こ
し
充
て
る
。
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

使
い
道
の
最
終
決
定
は
次
回
の
定
例
会
（
５

月
11
日
）
で
み
ん
な
の
意
見
を
き
い
て
決
め

ま
す
が
、
定
例
会
に
来
ら
れ
な
い
け
ど
、
な

に
か
い
い
案
が
あ
る
と
い
う
人
は
、
西
尾
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○問 

西
尾
雄
志

Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
関
東
委
員
会
の
年
会
費

年
会
費
は
３
０
０
０
円
で
す
。
年
会
費
の
振

込
み
は
以
下
の
ど
ち
ら
か
の
口
座
に
お
願
い

し
ま
す
。

※
領
収
証
の
発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
そ

の
旨
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

○
郵
便
振
替 

口
座
番
号 00170-2-565117

 

加
入
者
名
：
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
関
東
委
員
会

○
郵
便
貯
金 

記
号10120 

番
号 62574261

 

口
座
名
義
：
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
関
東
委
員
会

                        

む
す
び
新
聞
会
計
よ
り

昨
年
５
月
に
発
行
し
ま
し
た「
む
す
び
新
聞
」

（
号
外
）
の
収
支
報
告
で
す
。

印
刷
や
郵
送
の
費
用
に
あ
て
る
た
め
、
カ
ン

パ
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
方
か
ら

ご
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
残
金
は

今
年
中
に
も
う
１
度
発
行
で
き
れ
ば
、
そ
の

費
用
に
当
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
交

流
の
家
の
会
計
に
送
り
ま
す
。

○問 

茂
木
亮

カ
ン
パ
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
（
敬
称
略
）

岸
野
春
子
、小
田
弥
一
、井
上
浩
孝
、辻
征
雄
、

野
浩
一
、
高
門
亮
子
、
石
井
雅
子
、
平
野
敏

彦
・
弘
美
、
土
子
隆
輝
、
西
尾
建
人
、
原
康
雄
、

湯
浅
進
、
桜
井
清
栄
、
山
川
千
秋
、
佐
藤
里

香
、
谷
本
幸
司
、
辺
直
子
、
浜
島
恭
子
、
服

部
雅
行
、
笠
眉
彦
、
目
黒
美
穂
子
、
木
村
聖

哉
、
岡
本
義
治
・
響
子
、
川
本
了
造
、
五
十

嵐
昭
夫
、
北
島
博
久
、
鈴
木
孝
三
・
ム
ツ
ミ
、

井
木
沢
稔
、
坂
口
一
道
、
平
川
弘
二
、
寄
田

猛
、
小
谷
収
永
・
佳
子
、
今
田
恵
里
子
、
山

本
剛
、
福
田
恵
子
、
田
中
陽
子
、
高
崎
真
介

一人芝居カンパ 10,000
フィリピン現地駐在員カンパ 25,000
使途定めず 111,500

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

定
例
委
員
会
報
告
２
０
０
２
年
４
月
号

２
０
０
２
年
４
月
27
日
発
行

フ
レ
ン
ズ
国
際
労
働
キ
ャ
ン
プ（
Ｆ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
）

関
東
委
員
会

委
員
長 

西
尾
雄
志

編
集
：
茂
木
亮
（
茂
木
新
聞
社
）

題
字
、
見
出
し
、
イ
ラ
ス
ト
：
目
黒
美
穂
子

イ
ラ
ス
ト
（
中
国
・
ネ
パ
ー
ル
・
韓
国
報
告
の
挿
絵
）
：

宮
本
久
美
子

編
集
協
力
：
菅
野
太
郎
（Taro's Press

）

Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
で
は
、
個
人
の
連
絡
先
を
掲
載
し

て
い
ま
せ
ん
。
必
要
な
場
合
は
次
の
宛
先
ま

で
メ
ー
ル
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
制
作
：
茂
木
亮

　

m
og@
m
ognet.org

東京都中野区本町4丁目5-14　phone 03-3381-9381

青梅街道高円寺

JR中野駅

中野新橋

新宿

中野新橋入口
交差点

営団地下鉄丸ノ内線
新中野駅

新中野駅下車徒歩3分

鍋屋横町
交差点

東京三菱
みずほ

新中野駅

中野スカイマンション1階

消防署

定例会はメグシンで
はり治療もメグシンで

月～金：9:30 ～ 17:30
　土　：9:30 ～ 16:30
日・祝：お休み

こんなところに
定例会報告
バックナンバーが！！

モグネットに掲載したい
ワークキャンプの写真は
web@mognet.org まで

収入
 前年度繰越 183,420
 年会費（45 名分） 135,000
 カンパ 111,500
 一人芝居カンパ 10,000
 フィリピン駐在員カンパ 25,000
 収入総計 464,920
支出
 印刷費 7,710
 文具代 10,030
 郵送費 132,000
 一人芝居プロジェクトに貸出
 （会場手付金） 77,175
 交通費 320
 雑費 4,675
 支出総計 231,948

 総収入ー 総支出 232,972

収入
 カンパ 160,000
 郵送費（関東委負担分） 21,600
 収入総計 181.600
支出
 印刷費 57,150
 郵送費 57.690
 写真代 6,262
 封筒 2,202
 支出総計 123,304

 残金 58,296

印刷：オフセット 800 部、リソグラフ 400 部

Jimen情報はココをクリック！


